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表紙の絵

ユダヤのクリスチャンはヨルダン川の向こう側にあるペラという町に逃げた。その町に先に逃げてきていたクリスチャンが，到着したばかりの仲間に食べ物を配っている。（研究記事9の13節を参照。）
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研究記事6

エホバが行うことは全て正しいと信じていますか


「神は岩のような方で，行うことは完全，神の道は全て公正である。決して不公正ではなく，信頼できる神。正しく，真っすぐな方」。申命記 32:4

3番の歌 私たちの力，希望，確信

何を学ぶか*




1-2. （ア）現代，多くの人が権力を持っている人を信頼することに難しさを感じているのはなぜですか。（イ）この記事ではどんなことを考えますか。

現代，多くの人は権力を持っている人を信頼することに難しさを感じています。法律の面でも行政の面でも，富や権力を持っている人が優遇され，貧しい人が公正に扱われていないからです。まさに聖書がこう述べている通りです。「人は人を支配し，人に害を及ぼしてきた」。（伝 8:9）宗教の面でも，指導者たちが悪いことを行っているために，神への信仰を失ってしまった人たちがいます。それで，エホバやエホバが責任を委ねている人たちを信頼するよう，聖書を学び始めた人を助けるのは，私たちにとって簡単なことではありません。

2 エホバや組織を信頼すべきなのは，聖書を学び始めた人だけではありません。長年聖書を学んできた人たちも，エホバがいつも正しいことを行うということを覚えておく必要があります。エホバへの信頼を試すような問題にぶつかることがあるからです。この記事では，そうした状況のうち3つを取り上げます。（1）聖書を読んでいる時，（2）エホバの組織から指示を受けた時，（3）将来難しい事態に直面する時です。






聖書を読んでいる時


 3. 聖書を読んでいる時，エホバへの信頼がどのように試されるかもしれませんか。

3 聖書を読んでいると，人々に対するエホバの扱い方やエホバの決定に関して，疑問を感じることがあるかもしれません。例えば，民数記には，安息日に薪を集めたイスラエル人を死刑にするようエホバが命じたことが載せられています。一方，サムエル記第二には，その数百年後，姦淫と殺人の罪を犯したダビデをエホバが許したことが書かれています。（民 15:32，35。サム二 12:9，13）こうした記述を読むと，「重大な罪を犯したダビデが許されたのに，それほど大した罪ではないように思えることをしたイスラエル人が死刑になったのはなぜだろう」と思うかもしれません。この疑問に答えるために，聖書を読む時に覚えておくべき，3つの大切なポイントについて考えていきましょう。

 4. エホバはいつも正しい判断を下す方です。そのことへの信頼を深める上で，創世記 18章20，21節と申命記 10章17節はどのように役立ちますか。

4 聖書には全ての情報が載せられているわけではない。私たちは，ダビデが心から悔い改めたということを知っています。（詩 51:2-4）では，薪を集めて死刑になったイスラエル人についてはどうでしょうか。その人は，自分がしたことを悪かったと思っていたでしょうか。それ以前にもエホバのおきてを破ったことがあるでしょうか。与えられていた警告を無視したり退けたりしていたでしょうか。聖書には何も書かれていません。でも私たちは，エホバが「決して不公正ではな[い]」ということを確信しています。（申 32:4）エホバは全ての事実を知っていて，それに基づいて判断を下します。人間とは違い，うわさや偏見などによって判断を狂わされてしまうということはありません。（創世記 18:20，21，申命記 10:17を読む。）エホバとエホバの基準について学べば学ぶほど，エホバがいつも正しい判断を下す，ということをいっそう信頼できるようになります。聖書を読んでいて，疑問に思う点の答えが今は分からないとしても，エホバについてよく知っているなら，「エホバが行うことは全て正しい」ということを確信できます。（詩 145:17）

 5. 私たちは不完全であるために，どんな判断を下してしまうことがありますか。（「不完全さは見方をゆがめる」の囲みも参照。）

5 人は不完全なので，正しく判断できないことがある。私たち人間は，神に似た者として造られているので，人が公平に扱われることを心から願います。（創 1:26）とはいえ，不完全であるために，全ての情報を知っていると思う時であっても，正しい判断を下せないことがあります。例えばヨナは，エホバがニネベの人たちに憐れみを示すことにした時，不愉快に感じました。（ヨナ 3:10–4:1）しかし，エホバが憐れみを示したので，12万人を超える悔い改めたニネベの人たちが命を救われました。間違っていたのは，エホバではなくヨナだったのです。

不完全さは見方をゆがめる
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私たちは不完全なので，エホバと同じ見方ができないことがあります。エホバよりも大目に見てしまったり，厳しく見てしまったりするのです。（サム一 16:7）それで，エホバの決定は本当に正しいのだろうか，と疑問に思うことがあるかもしれません。とはいえ，不完全な私たちは曇っている眼鏡を掛けているようなものです。眼鏡が曇っていると，どれほど目を凝らしてもきちんと見ることはできません。同じように，私たちは不完全なので，エホバの決定を理解できないことがあるかもしれません。見方が間違っているのは私たちであって，エホバではないのです。（エゼ 18:29）





 6. エホバには自分の決定について私たちに説明する責任がないのはなぜですか。

6 エホバには自分の決定に関して人間に説明する責任はない。確かにエホバは，ご自分がしたことやこれからしようとしていることについて，ご自分に仕える者たちの意見に耳を傾けたことがあります。（創 18:25。ヨナ 4:2，3）そして，その理由について説明したこともあります。（ヨナ 4:10，11）とはいえ，エホバにはそうする責任があるわけではありません。エホバは創造者なので，ご自分の行動について人間に許可を求める必要はないのです。（イザ 40:13，14; 55:9）






指示を受けた時


 7. 私たちはどんなことに難しさを感じるかもしれませんか。なぜですか。

7 私たちは，エホバがいつも正しいことを行うということは全く疑いません。それでも，エホバが責任を委ねている人を信頼するのは，難しいことがあります。組織の中である程度の責任を委ねられている人について，「エホバの指示に従っているのだろうか，それとも自分のやり方に従っているのだろうか」と疑問に思うことがあるかもしれません。聖書時代の人たちにも，同じようなことがあったでしょうか。3節で挙げた例について，もう一度考えてみましょう。安息日に薪を集めた人は死刑になりました。その人の親族は，「モーセはこの死刑宣告について，本当にエホバの指示を求めたのだろうか」と思ったかもしれません。ダビデはヘト人ウリヤの妻と姦淫を犯しましたが，死刑にはなりませんでした。それで，ウリヤの友人は，「ダビデは王としての立場を利用して，罰を逃れたのではないか」と思ったかもしれません。エホバはご自分が責任を委ねている人たちのことを信頼しています。ですから，私たちはそうした人たちのことを信頼しないなら，エホバを信頼していないことになります。

 8. 現代のエホバの組織は，使徒 16章4，5節に記されている型にどのように従っていますか。

8 現代，エホバは「忠実で思慮深い奴隷」を用いて，ご自分の組織の地上の部分を導いています。（マタ 24:45）この奴隷は1世紀の統治体と同じように，世界中のエホバに仕える人たちを見守り，会衆の長老たちに指示を与えています。（使徒 16:4，5を読む。）そして，長老たちが会衆の中でその指示を実行します。私たちは，組織や長老たちからの指示に従うなら，エホバの物事の扱い方が正しいと信じていることを示せるのです。

 9. どんな場合に長老たちの決定に従うのを難しく感じるかもしれませんか。なぜですか。

9 時には，長老たちの決定に従うのを難しく感じることもあるでしょう。例えば，最近では王国会館をいっそう有効に活用するために，多くの会衆や巡回区が再編成されています。それで，長老たちから，別の会衆に移動してくれないか，と頼まれるかもしれません。そういう場合，友達や家族と別れるのは嫌だ，と思うかもしれません。確かに，長老たちは誰をどの会衆に割り当てるかについて神から直接指示を受けているわけではありません。そうしたことを考えると，長老たちの決定に従うのを難しく感じることもあるでしょう。とはいえ，エホバは長老たちを信頼していて，こうした決定を行う責任を委ねています。ですから，私たちも長老たちを信頼する必要があります。*

10. ヘブライ 13章17節からすると，長老たちに協力する必要があるのはなぜですか。

10 私たちは，長老たちの決定を支持する必要があります。その決定が，私たちが願っていたものとは違うとしてもそうです。なぜでしょうか。支持することによって，エホバに仕える人たちの一致を守ることができるからです。（エフェ 4:2，3）全ての人が長老団の決定に謙遜に従うなら，会衆はいっそう成長していきます。（ヘブライ 13:17を読む。）さらに重要なこととして，私たちはエホバから会衆の世話を委ねられている人たちに協力することによって，エホバを信頼していることを示せるのです。（使徒 20:28）

11. 長老たちからの指示に対する信頼を深めるために，どんなことができますか。

11 長老たちからの指示に対する信頼を深めるために，どんなことを覚えておくとよいでしょうか。長老たちは，会衆に関係する事柄を考慮する際，エホバに聖なる力を求めて祈ります。また，聖書の教えや組織からの指針に注意深く従っています。そして，エホバに喜んでいただくことや，兄弟姉妹にとって本当にためになることを行いたいと心から願っています。さらに，兄弟姉妹をどのように世話するかについて，神の前で責任を負っているということを理解しています。（ペテ一 5:2，3）考えてみてください。この世界が人種や宗教や政治によって分裂している一方で，エホバの証人は，ただひとりの真の神を一致して崇拝しています。これは，エホバの助けがあるからこそ可能になっているのです。

12. 長老たちは，罪を犯した人が悔い改めているかどうかを見極めるために，どんなことを考慮しますか。

12 エホバは長老たちに，会衆を清く保つという重い責任を委ねています。それで，クリスチャンが重大な罪を犯した場合，長老たちはその人が会衆にとどまれるかどうかを判断するよう求められています。長老たちは，その人が自分が犯した罪を本当に悔い改めているかどうかを見極めます。その人は，口では悔い改めていると言うかもしれませんが，自分が行ってしまったことを本当に憎んでいるでしょうか。同じ罪を二度と繰り返さないと決意しているでしょうか。一緒に過ごす人から悪い影響を受けて罪を犯してしまったのであれば，そうした人との付き合いを断つことを心に決めているでしょうか。長老たちは，祈りで助けを求めつつ，聖書を注意深く調べるとともに，罪を犯した人が自分の行いについてどんな態度を示しているかを考慮します。そして，その人が会衆にとどまれるかどうかを判断します。場合によっては，その人は排斥されるかもしれません。（コリ一 5:11-13）

13. 友達や親族が排斥された場合，どのように感じることがあるかもしれませんか。

13 どんな時に，長老たちに対する信頼が試されることがあるでしょうか。誰かが排斥された場合，その人が親しい友達や親族でなければ，長老たちの決定を受け入れるのはあまり難しくないかもしれません。では，親しい人が排斥された場合はどうですか。「長老たちは本当に全ての情報をきちんと調べたのだろうか。本当にエホバの方法で判断したのだろうか」と疑問に思うかもしれません。では，長老たちの決定に対して正しい見方を保つ上で，どんなことが助けになるでしょうか。

14. 親しい人が排斥された場合，長老たちの決定に対して正しい態度を保つ上で，どんなことが助けになりますか。

14 排斥はエホバが取り決めたものであり，会衆のためにも罪を犯した人のためにもなる，ということを覚えておく必要があります。罪を犯しても悔い改めない人が会衆にとどまることを許されるなら，周りの人に悪い影響が及んでしまいます。（ガラ 5:9）その人は，自分が犯した罪の重大さを理解しないかもしれません。また，エホバとの絆を取り戻すために考えや行動を改めようという気持ちにもならないかもしれません。（伝 8:11）長老たちは，悔い改めない人を排斥するという責任を真剣に受け止めています。古代イスラエルの裁判人と同じように，自分たちが「人のためではなくエホバのために裁」いているということを理解しているのです。（代二 19:6，7）






今エホバを信頼するなら将来に備えることができる
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大患難の時に与えられる指示に進んで従う上で，どんなことが助けになりますか。（15節を参照。）





15. エホバからの指示に今従うことがこれまでになく重要なのはなぜですか。

15 この体制の終わりが近づいているので，エホバがいつも正しいことを行うと信じることはこれまでになく重要です。なぜなら，大患難の時には，従いにくく理解に苦しむような指示を受けるかもしれないからです。エホバは，私たち一人一人に直接指示を与えることはありません。おそらく，責任を委ねている兄弟たちを通して与えることでしょう。そうした時に，与えられた指示を疑って，「これは本当にエホバからのものだろうか。兄弟たちが勝手に考えたのではないだろうか」などと考えている場合ではありません。この最も緊迫した重要な時に，私たち一人一人はエホバと組織への信頼を保つでしょうか。その答えは，エホバが責任を委ねている人たちから与えられる指示に，私たちが今どのように応じているかに表れます。そうした指示に今進んで従っているなら，大患難の時にも同じようにできるでしょう。（ルカ 16:10）

16. エホバの裁きが正しいと信じているかどうかは，近い将来どのように試されますか。

16 この体制が終わる時に下されるエホバの裁きについても考えてみましょう。今私たちは，エホバの証人ではない親族を含め，多くの人たちがエホバに仕えるようになってほしいと願っています。とはいえ，ハルマゲドンの時には，エホバがイエスを用いてそうした人たちが新しい世界に入れるかどうかを判断します。（マタ 25:31-33。テサ二 1:7-9）誰がエホバの憐れみを受けるかを決めるのは私たちではありません。（マタ 25:34，41，46）その時，私たちはエホバの裁きが正しいと信じるでしょうか。それとも，その裁きを受け入れられずに，エホバから離れてしまうでしょうか。将来エホバのことを100％信頼するためには，今エホバに対する信頼を深めておく必要があります。

17. この体制が終わる時に下されるエホバの裁きの結果，どんな素晴らしいことが実現しますか。

17 エホバの裁きによって実現する新しい世界の様子について想像してみましょう。間違った宗教はありません。貪欲な商業体制もありません。これまでずっと人々を抑圧し，苦しめてきた政治体制も，もうありません。病気や老化や愛する人の死を経験することももはやなくなります。サタンと邪悪な天使たちは1000年の間，人を惑わすことができなくなり，彼らの反逆によって生じた悪い事柄も全てなくなります。（啓 20:2，3）その時私たちは，エホバがいつも正しいことを行うと信じて本当に良かった，と感じることでしょう。

18. 民数記 11章4-6節，21章5節にあるイスラエル人の例から，どんなことを学べますか。

18 新しい世界に入った後も，エホバへの信頼を試されることがあるでしょうか。エジプトで奴隷だったイスラエル人が自由になったすぐ後，どんなことが起きたか，考えてみましょう。一部の人はエジプトで食べていた物を懐かしく思い出し，エホバが与えてくださったマナに関して文句を言いました。（民数記 11:4-6; 21:5を読む。）大患難が終わった後，私たちも同じように思うことがあるでしょうか。大患難の後片付けをして地球をパラダイスに変えていくためには，多くのことを行わなければならないでしょう。初めのうちは不便なこともあるかもしれません。そうした時，エホバから与えられているものに関して文句を言うでしょうか。エホバが与えてくださっているものに対して，今感謝の気持ちを深めるなら，将来も同じように感謝の気持ちを持つことができるでしょう。

19. この記事ではどんな大切なことを学びましたか。

19 エホバはいつも正しいことを行う方です。私たちはそのことを確信する必要があります。そして，エホバから責任を委ねられている人たちを信頼することも大切です。エホバが預言者イザヤを通して語った，次の言葉を覚えておきましょう。「平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。（イザ 30:15）







次のような場面で，エホバがいつも正しいことを行うと信じる上で，どんなことが助けになりますか


	  聖書を読んでいる時



	  指示を受けた時



	  将来，難しい状況に直面する時









98番の歌 聖書は神の言葉

^ 5節 エホバとエホバが責任を委ねている人たちに対する信頼を深めるのは大切なことです。そうすることが，今大切なのはなぜでしょうか。また，将来の難しい状況に備えることになるのはなぜですか。この記事ではこうした点を考えます。


^ 9節 事情によっては，現在の会衆にとどまることが必要な場合もあるかもしれません。「わたしたちの王国宣教」2002年11月号の「質問箱」を参照。






^ （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^ 1節 （伝 8:9） 私はこの全てを見た。地上で行われた全てについて真剣に考えた。これまでずっと，人は人を支配し，人に害を及ぼして*きた。

または，「人を傷つけて」，「人の損失となって」。


^ 3節 （民 15:32） イスラエル人は，荒野にいた間に，安息日に薪を拾い集めている人を見つけた。



^ 3節 （民 15:35） エホバはモーセに言った。「その人は必ず死刑にされるべきである。民全体が宿営の外で石打ちにすべきである」。



^ 3節 （サム二 12:9） どうして私エホバにとって悪いことを行って，私の言葉を軽く見たのか。あなたはヘト人ウリヤを剣で討った！ 彼をアンモン人の剣で殺してから，彼の妻を自分の妻にした。



^ 3節 （サム二 12:13） ダビデはナタンに言った。「私はエホバに対して罪を犯しました」。ナタンはダビデに言った。「エホバはあなたの罪をお許しになります。あなたは死ぬことはありません。



^ （創 18:20， 21） そこでエホバは言った。「ソドムとゴモラの罪は極めて重く，彼らについての苦情の叫びはあまりにも大きいです。 21 私は下っていって確かめます。私に届いた叫び通りのことが起きているかどうかを知りたいのです」。



^ （申 10:17） 皆さんの神エホバは神の中の神，主の中の主，偉大で力強く，威厳に満ちる神であり，誰をも不公平に扱わず，賄賂を受け取りません。



^ 4節 （詩 51:2-4） 私の過ちをことごとく洗い去り， 私を罪から清めてください。  3 私は自分の違反をよく知っています。 私の罪はいつも私の前にあります*。  4 あなたに，ほかでもなくあなたに対して*罪を犯しました。 あなたから見て悪いことを行いました。 それで，あなたが話す事は正しく， あなたの裁きはもっともです。

または，「頭から離れません」。
直訳，「あなただけに」。


^ 4節 （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^ 4節 （創 18:20， 21） そこでエホバは言った。「ソドムとゴモラの罪は極めて重く，彼らについての苦情の叫びはあまりにも大きいです。 21 私は下っていって確かめます。私に届いた叫び通りのことが起きているかどうかを知りたいのです」。



^ 4節 （申 10:17） 皆さんの神エホバは神の中の神，主の中の主，偉大で力強く，威厳に満ちる神であり，誰をも不公平に扱わず，賄賂を受け取りません。



^ 4節 （詩 145:17） エホバが行うことは全て正しい。 揺るぎない愛に基づいて物事を行う。



^ 5節 （創 1:26） 神は言った。「私たちに似た者として人を造ろう。そして人に，海の魚，空を飛ぶ生き物，家畜，地面を動くあらゆる生き物を治めさせ，地球を世話させよう」。



^ 5節 （ヨナ 3:10-4:1） 真の神は，彼らがしたこと，悪い行いをやめた様子を見て，彼らにもたらすと言った災いについて考え直し*，災いをもたらさなかった。 
4 だが，このことはヨナにとって非常に不愉快だった。彼は激しく怒った。

または，「悔やみ」。


^ （サム一 16:7） しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。



^ （エゼ 18:29） イスラエル国民は，「エホバの行いは不公正だ」と言うだろう。イスラエル国民よ，私の行いは不公正なのだろうか。あなたたちの行いが不公正なのではないか』。



^ 6節 （創 18:25） 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。



^ 6節 （ヨナ 4:2， 3） それでエホバに祈った。「ああ，エホバ，私が自分の土地にいた時に思ったのは，まさにこのことです。だから私は最初タルシシュに逃げようとしたのです。あなたが思いやり*があって憐れみ深い神で，すぐに怒らず，揺るぎない愛に満ち，災いのことを悲しむ方であるのを知っていたのです。 3 エホバ，どうか私の命を取り去ってください。生きているより死んだ方がましです」。

または，「慈しみ」。


^ 6節 （ヨナ 4:10， 11） エホバは言った。「あなたは，自分で手間をかけたわけでも育てたわけでもないヒョウタンを惜しんでいる。それは一夜にして育ち，一夜にして枯れた。 11 一方，大都市ニネベには，何が良くて何が悪いか*を知らない12万人以上の人や多くの家畜がいる。私がニネベを惜しむのはもっともなことではないか」。

または，「右と左の違い」。


^ 6節 （イザ 40:13， 14） 誰がエホバの聖なる力*を測れるか*。 誰が助言者として神を教えられるだろうか。 14 神は理解するために誰に助言を求めたというのか。 誰が神に公正の道を教え， 知識を与え， 真の理解の道を示すのか。

または，「エホバの考え」。
もしかすると，「理解できるか」。


^ 6節 （イザ 55:9） 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。


^ （使徒 16:4， 5） 一行は幾つもの町を通って，エルサレムにいる使徒や長老たちが下した決定を守るように伝えた。 5 こうして，会衆は信仰を強められ，日々，人数が増えていった。



^ 8節 （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。



^ 8節 （使徒 16:4， 5） 一行は幾つもの町を通って，エルサレムにいる使徒や長老たちが下した決定を守るように伝えた。 5 こうして，会衆は信仰を強められ，日々，人数が増えていった。



^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ 10節 （エフェ 4:2， 3） いつも謙遜で*温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。 3 平和という絆で結ばれ，聖なる力による*一致を保つよう真剣に努力してください。

または，「自分を低く見て」。
または，「精神の」。


^ 10節 （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ 10節 （使徒 20:28） 自分自身と群れ全体に注意を払ってください。神が聖なる力によって皆さんを群れの監督に任命しました。神の会衆を牧者として世話するためであり，その会衆を神は自分の子の血によって買い取ったのです。



^ 11節 （ペテ一 5:2， 3） 皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し*，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。 3 神の財産である*人たちに対して威張ったりせず，群れの模範となりましょう。

または，「進んで群れを注意深く見守り」。
または，「神から委ねられた」。


^ 12節 （コリ一 5:11-13） それで，私は今こう書きます。兄弟と呼ばれる人で，性的に不道徳な人*，貪欲な人，偶像を崇拝する人，ののしる人，酩酊する人，脅し取る人がいれば，そのような人とは接するのをやめなさい。一緒に食事をしてもなりません。 12 私は外部の人たちを裁く立場にあるでしょうか。皆さんは内部の人たちを裁くのであり， 13 神が外部の人たちを裁くのではありませんか。「皆さんの中から悪い人を除きなさい」。

用語集の「性的不道徳」参照。


^ 14節 （ガラ 5:9） 少しのパン種が生地全体を発酵させます。



^ 14節 （伝 8:11） 悪い行いに対する刑罰が速やかに下されていない。それで人は平気で悪を行うようになっている。



^ 14節 （代二 19:6， 7） それから裁判人たちに言った。「自分がすることをよく考えなさい。皆さんは人のためではなくエホバのために裁くからです。判決を下す時，神は皆さんと共にいてくださいます。 7 皆さんがエホバを畏れますように。慎重に事を行いなさい。私たちの神エホバには不正や不公平がなく，賄賂を受け取ることもないからです」。



^ 15節 （ルカ 16:10） ごく小さなことに忠実な人は多くのことにも忠実であり，ごく小さなことで不正をする人は多くのことでも不正をします。



^ 16節 （マタ 25:31-33） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。



^ 16節 （テサ二 1:7-9） 一方，苦難に遭っている皆さんは，主イエスが明らかにされる時に私たちと一緒に安らぎを得ます。その際イエスは，強力な天使たちと共に天から現れ， 8 燃え盛る火を伴って，神を認めない人々と，私たちの主イエスについての良い知らせに従わない人々に報復します。 9 こうした人々は，永遠の滅びという処罰を受け，主の前から退けられ，主の偉大な力から切り離されます。



^ 16節 （マタ 25:34） それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。



^ 16節 （マタ 25:41） それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。



^ 16節 （マタ 25:46） この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。



^ 17節 （啓 20:2， 3） その天使は，あの初めの蛇である竜，悪魔サタンを捕らえて，1000年間動けないように縛った。 3 そして竜を底知れぬ深みに投げ込み，そこを閉じて封印し，1000年が終わるまで竜がもはや人々を惑わさないようにした。その後，竜はしばらくの間解放されることになる。



^ （民 11:4-6） 民の中にいたさまざまな外国人が利己的な願望を口にし，イスラエル人も泣いてこう言いだした。「誰が肉を食べさせてくれるのか。 5 エジプトでただで食べていた魚が本当に懐かしい。それに，キュウリやスイカ，ネギ，タマネギ，ニンニクもだ。 6 それが今，私たちは痩せ衰えている。目にするのはこのマナばかりだ」。



^ （民 21:5） 民は神とモーセを何度も非難し，こう言った。「どうして私たちをエジプトから連れ出して荒野で死なせるのか。食べ物も水もない。私たちはこの貧弱なパンにうんざりした*」。

または，「を憎悪するようになった」。


^ 18節 （民 11:4-6） 民の中にいたさまざまな外国人が利己的な願望を口にし，イスラエル人も泣いてこう言いだした。「誰が肉を食べさせてくれるのか。 5 エジプトでただで食べていた魚が本当に懐かしい。それに，キュウリやスイカ，ネギ，タマネギ，ニンニクもだ。 6 それが今，私たちは痩せ衰えている。目にするのはこのマナばかりだ」。



^ 18節 （民 21:5） 民は神とモーセを何度も非難し，こう言った。「どうして私たちをエジプトから連れ出して荒野で死なせるのか。食べ物も水もない。私たちはこの貧弱なパンにうんざりした*」。

または，「を憎悪するようになった」。


^ 19節 （イザ 30:15） 主権者である主エホバ，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちは，私のもとに戻って休むなら，救われる。 平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。 しかし，あなたたちはそうしようとしなかった。








研究記事7

賢い人たちの言葉を聞きましょう


「耳を傾けて賢い人たちの言葉を聞け」。格言 22:17

123番の歌 神の秩序にいつでも従う

何を学ぶか*




 1. どんな形で助言やアドバイスを与えられることがありますか。私たち全てに助言やアドバイスが必要なのはなぜですか。

私たちは誰でも，助言やアドバイスを必要とするものです。信頼している人に自分からアドバイスを求めることもあれば，私たちのことを心配した兄弟から，このまま行くと「道を踏み外し」て後悔するようなことをしてしまう危険がある，と指摘されることもあるでしょう。（ガラ 6:1）また，重大な間違いを犯した後に助言を受けるということもあるかもしれません。どんな形で助言やアドバイスを与えられるとしても，私たちはそれに耳を傾ける必要があります。そうするなら，私たちのためになり，命を守ることもできるからです。（格 6:23）

 2. 格言 12章15節からすると，助言やアドバイスに耳を傾けるべきなのはなぜですか。

2 この記事の主題聖句には，「賢い人たちの言葉を聞け」とあります。（格 22:17）知らないことは何もない，という人は一人もいません。自分よりもたくさんの知識を持っていたり，経験を多く積んでいたりする人が必ずいるものです。（格言 12:15を読む。）ですから，助言やアドバイスに耳を傾けることは，謙遜さの表れです。自分には限界があることや，目標を達成するには助けが必要であることをわきまえていることになるからです。賢い人だったソロモン王も，聖なる力に導かれて，「助言者が多ければ達成される」と書きました。（格 15:22）



[image: 1人の兄弟が，自分が助言を受けるさまざまな場面を思い浮かべている。上の方にある開かれた聖書から2本の矢印が出ていて，間接的な助言と直接的な助言を指している。1. 間接的な助言。兄弟が会衆の集会に出席している。聖書を読んでいる。JW Broadcastingを見ている。出版物を勉強している。2. 直接的な助言。タブレットで何かを見せながら話してくれている兄弟の言葉に耳を傾けている。2人の兄弟による牧羊訪問を受けている。]

どちらの助言の方が受け入れにくいと感じるだろうか。（3-4節を参照。）





 3. 助言にはどんなものがありますか。

3 助言には，間接的なものと直接的なものがあります。間接的な助言とは何でしょうか。例えば，聖書や出版物を読んでいる時に，自分の考えや決定について見直し，調整しようという気持ちになることがあるかもしれません。（ヘブ 4:12）そのような場合，間接的な助言を受けたことになります。では，直接的な助言とは何でしょうか。長老や他の資格ある兄弟から，改善できる点について指摘されることがあるかもしれません。そのような場合，直接的な助言を受けたことになります。誰かが私たちを深く愛して聖書に基づく助言を与えてくれる時，それを受け入れて当てはめることによって，感謝を表すことができます。

 4. 伝道の書 7章9節によると，助言を受けた時，どんなことをしてはいけませんか。

4 そうはいっても，直接的な助言を受け入れるのは難しいことがあります。腹が立つことさえあるかもしれません。なぜでしょうか。自分が不完全だということを認めるのはそれほど難しくありません。それでも，ほかの人から自分のできていないところについて指摘されると，受け入れにくく思う場合があります。（伝道の書 7:9を読む。）自分は悪くないと考えて言い訳したり，助言を与えてくれた人の動機を疑ったり，助言の仕方が悪いと感じたりすることがあるかもしれません。助言を与えてくれた人の欠点に目を向けて，「あの人から助言される筋合いはない」とか，「あの人にだって欠点がある」と思うこともあり得ます。さらに悪いことに，自分が気に入らない助言は無視し，自分が気に入るような助言をほかの人に求めることさえするかもしれません。

 5. この記事ではどんなことを考えますか。

5 この記事では，助言を退けた人と助言を受け入れた人の例を聖書から調べます。また，どうすれば助言やアドバイスを当てはめて役立てることができるかも考えます。






助言を退けた人


 6. 助言に対するレハベアム王の反応から，どんなことを学べますか。

6 ソロモンの子レハベアムの例を考えてみましょう。レハベアムが王になった時，民がやって来て，ソロモンに負わされた荷を軽くしてほしいと願い出ました。レハベアムは，どうすべきかについて年長者たちに相談しました。それは良いことでした。年長者たちは，民の願いを聞き入れるなら民はずっとあなたに仕えるだろう，と言いました。（王一 12:3-7）しかし，レハベアムはこの助言が気に入らなかったようで，一緒に育った同年代の人たちにも相談しました。彼らはおそらく40代だったので，ある程度の人生経験を積んでいたでしょう。（代二 12:13）しかし，この時はレハベアムに良くない助言をしました。民の荷をさらに重くするようにと勧めたのです。（王一 12:8-11）レハベアムは異なる2つの助言を聞いて，どちらに従うべきかをエホバに尋ねることもできたでしょう。しかし，そうするのではなく，自分が気に入った，同年代の人たちからの助言に従いました。どうなったでしょうか。レハベアムにとっても，民にとっても，悲惨な結果になりました。私たちが受ける助言やアドバイスも，受け入れやすいものばかりというわけではないかもしれません。とはいえ，その助言やアドバイスが聖書に基づいているなら，私たちはそれに耳を傾ける必要があります。

 7. ウジヤ王の例からどんなことを学べますか。

7 ウジヤ王も助言を退けました。ウジヤは，神殿で祭司だけが入ることを許されていた場所に入っていき，香をたこうとしました。エホバに仕える祭司たちは，ウジヤを止めようとしてこう言いました。「ウジヤ，エホバに香をたくのはあなたがしてよいことではありません！ 香をたいてよいのは祭司だけです」。それに対して，ウジヤはどうしたでしょうか。この時，謙遜に助言を受け入れて，すぐにその場を離れていたなら，エホバから許していただけたかもしれません。しかし，ウジヤはそうするのではなく，「激怒し」ました。なぜそのような反応をしたのでしょうか。ウジヤは，「自分は王だから，したいことは何でもできる」と考えていたのかもしれません。しかし，それはエホバの考えではありませんでした。ウジヤは，出過ぎた行動をした結果，エホバに打たれ，「死ぬ日まで重い皮膚病を患」いました。（代二 26:16-21）ウジヤの例からどんなことを学べますか。私たちはどんな立場にあるとしても，聖書に基づく助言やアドバイスを退けるなら，エホバを深く悲しませてしまうことになる，ということです。






助言を受け入れた人


 8. ヨブは助言を与えられた時，どうしましたか。

8 聖書には，ここまで考えてきたような悪い例だけでなく，助言を受け入れて祝福された人たちの良い例も載せられています。ヨブのことを考えてみましょう。ヨブは神を畏れる人でしたが，完全ではありませんでした。強いストレスを感じていたために，正しくないことを言ってしまいました。その結果，エリフとエホバから率直な助言を与えられました。ヨブはどう反応したでしょうか。助言を謙遜に受け入れてこう言いました。「私は話しましたが，分かっていませんでした。……言ったことを撤回し，後悔して土と灰をかぶります」。エホバは，謙遜さを示したヨブを祝福しました。（ヨブ 42:3-6，12-17）

 9. モーセが助言を受け入れる点で良い手本と言えるのはなぜですか。

9 重大な間違いを犯した後で助言を受け入れたという点で，モーセも良い手本です。ある時，モーセは腹を立て，エホバに敬意を示しませんでした。その結果，約束の地に入ることができなくなりました。（民 20:1-13）モーセは，この決定を考え直してほしいとエホバにお願いしましたが，エホバから，「この件について二度と私に話してはならない」と言われてしまいました。（申 3:23-27）この時，モーセはふてくされるのではなく，エホバの決定を受け入れました。そして，エホバは引き続きモーセにイスラエルを導かせました。（申 4:1）ヨブもモーセも，助言を受け入れる点で私たちの良い手本となっています。ヨブは，言い訳したりせずに見方を調整しました。モーセは，エホバからの助言を受け入れ，自分が強く願っていたことがかなわなくなっても，忠実を保ちました。

10. （ア）格言 4章10-13節からすると，助言を受け入れることはどのように私たちのためになりますか。（イ）助言に対して良い態度を示したどんな実例がありますか。

10 ヨブやモーセのような忠実な人たちの手本に従うなら，私たちのためになります。（格言 4:10-13を読む。）大勢の兄弟姉妹がそのようにしています。コンゴのエマニュエル兄弟はこう言っています。* 「会衆の責任ある兄弟たちは，私が信仰の面で“沈没”しかけていることに気付いて，救助に来てくれました。私は，兄弟たちからの助言を受け入れたので，さまざまな問題を経験せずに済みました」。カナダの開拓者であるメーガン姉妹はこう言います。「耳が痛いと思うこともありますが，助言に耳を傾けるのは本当に大切なことです」。クロアチアのマルコ兄弟はこう言います。「私は会衆での責任ある立場を失ってしまいました。でも，今考えてみると，与えられた助言のおかげで，エホバとの絆を取り戻すことができたんだと思います」。

11. カール･クライン兄弟は，助言を受け入れることについてどんなことを述べていますか。

11 助言を受け入れてそこから学んだ人として，統治体の成員だったカール･クライン兄弟がいます。兄弟はライフ･ストーリーの中で，親しかったジョセフ･F･ラザフォード兄弟から強い助言を受けた時のことについて語っています。兄弟は最初，助言に対して良い反応ができませんでした。こう述べています。「その後また[ラザフォード]兄弟に会った時に，兄弟は明るい態度で，『こんにちは，カール！』と言いました。しかし，心の傷がいえていなかったために，私は聞き取れないような小さな声であいさつをしただけでした。するとラザフォード兄弟は，『気をつけなさい，カール！ 悪魔があなたを捕らえようとしています！』と言いました。私はどぎまぎして，『いえ，何でもないんです，ラザフォード兄弟』と答えました。しかし，ラザフォード兄弟にはすっかりお見通しだったので，『いいでしょう。ただ気をつけなさい。悪魔があなたを捕らえようとしています』というその警告を繰り返しました。まさに兄弟の言うとおりでした。ある兄弟に対して恨みの気持ちを抱くと，相手の兄弟が……言う権限のある事柄を述べていた場合にはなおのこと，悪魔のわなにかかる危険に防備もなくさらされることになります」。* （エフェ 4:25-27）クライン兄弟はラザフォード兄弟からの助言を受け入れ，2人はその後も友情を保ちました。






助言を受け入れる上で何が助けになるか


12. 謙遜であることは，助言を受け入れる上でどのように助けになりますか。（詩編 141:5）

12 助言を受け入れる上で，どんなことが助けになるでしょうか。謙遜であることです。私たちは，自分が不完全であることや，時には愚かなことをしてしまうということを覚えておく必要があります。先ほど考えた通り，ヨブは間違った考え方をしてしまいましたが，それを正したのでエホバから祝福されました。そのように正すことができたのは，ヨブが謙遜だったからです。謙遜だったからこそ，自分よりずっと年下のエリフの助言さえ受け入れることができたのです。（ヨブ 32:6，7）私たちも，自分には当てはまらないと思えるような助言を受けたり，年下の人から助言を与えられたりすることがあるかもしれませんが，謙遜であるなら，そうした助言を受け入れて当てはめることができます。カナダのある長老はこう言います。「人は自分のことを客観的に見ることができないので，誰かから助言してもらわなければ，成長することはできません」。聖なる力が生み出すものをいっそう示したり，宣教をさらに上手に行ったりする面で，私たちは皆，成長する必要があるのではないでしょうか。（詩編 141:5を読む。）

13. 助言をどのように考えることができますか。

13 助言をエホバが愛してくださっている証拠と考える。エホバは私たちの幸せを心から願っています。（格 4:20-22）ですから，エホバが聖書や出版物や経験豊かな兄弟姉妹を通して私たちに助言を与えることは，エホバが愛してくださっている証拠なのです。ヘブライ 12章9，10節に，「天の父は，私たちのために矯正を与え[る]」とある通りです。

14. 助言を受けた時には，何に注目するべきですか。

14 助言の仕方ではなく，内容に注目する。助言する人は，それを受け入れやすい仕方で与えるように努力する必要があります。* （ガラ 6:1）とはいえ，助言を受けた時には，もっとほかの方法があったのではないか，と感じることもあるかもしれません。そのような時にも，助言の内容に目を向けるのは良いことです。次のように考えてみることができます。「助言の仕方には気に入らないところがあったけれど，内容には思い当たるところがないだろうか。助言をしてくれた人の不完全さではなく，助言の内容に目を向けられないだろうか」。どんな助言を与えられるとしても，それを生かすよう努力するのは良いことです。（格 15:31）






自分から助言を求めるなら良い結果が得られる


15. 自分から助言を求めると良いのはなぜですか。

15 聖書は私たちに助言を求めるよう勧めています。格言 13章10節には，「助言を求める人たちには知恵がある」とあります。本当にその通りです。誰かが助言してくれるのを待つのではなく，自分から助言を求める人は，そうしない人よりも，クリスチャンとしていっそう成長できるものです。ですから，自分から助言を求めるようにしましょう。



[image: 1. 1人の若い姉妹がオンラインで買い物をしている。露出度が高いブラウスと，体にぴったり過ぎるタイトなスラックスを見ている。2. 自分が買おうと思っている服を年長の姉妹に見てもらっている。]

この若い姉妹が，年長の姉妹にアドバイスを求めているのはなぜか。（16節を参照。）





16. どんな時に助言やアドバイスを求めることができますか。

16 どんな時に仲間の兄弟姉妹に助言やアドバイスを求めるとよいでしょうか。幾つかの例を考えてみましょう。（1）聖書レッスンを行っている姉妹は，経験を積んだ伝道者にレッスンに参加してもらい，レッスンの後でどうすればもっと上手に教えることができるかについてアドバイスを求めることができます。（2）服を買おうと思っている独身の姉妹は，年長の姉妹に率直な意見を求めることができるでしょう。（3）初めて公開講演を行う兄弟は，経験を積んだ講演者に，話をよく聞いて改善できる点を教えてくれるよう頼むことができます。講演を長年行っている兄弟も，同じようにアドバイスを求め，それを当てはめるのは良いことです。

17. どうすれば助言を役立てることができますか。

17 私たちはこれからも，直接的な助言や間接的な助言を受けることでしょう。そういう時には，この記事で学んだ点を思い出すようにしましょう。謙遜であり続けることは大切です。助言の仕方ではなく内容に注目しましょう。そして，与えられた助言を当てはめるようにしましょう。生まれた時から賢い人は一人もいません。それでも，聖書が約束している通り，「助言を聞き，指導を受け入れ」るなら，「賢くなる」ことができるのです。（格 19:20）







どのように答えますか


	  助言を退けた聖書中の例から，どんなことを学べますか。



	  助言を受け入れた聖書中の例から，どんなことを学べますか。



	  助言を受け入れる上で，何が助けになりますか。









124番の歌 揺るぎない愛

^ 5節 エホバに仕える人たちは，聖書に基づく助言やアドバイスに耳を傾けることの大切さをよく理解しています。とはいえ，それに従うのは難しいこともあります。なぜでしょうか。どうすれば，そうした助言やアドバイスを役立てることができるでしょうか。


^ 10節 一部の名前は変えてあります。


^ 11節 「ものみの塔」1984年10月15日号24-31ページを参照。


^ 14節 次の記事では，どうすれば上手に助言できるかを考えます。






^ （格 22:17） 耳を傾けて賢い人たちの言葉を聞け。 私の知識を心から受け入れるためである。



^ 1節 （ガラ 6:1） 兄弟たち，誰かが道を踏み外したなら，たとえ気付かずにそうした場合でも，クリスチャンとして十分に資格がある*皆さんは，その人を優しく*正すことに努めてください。そして，自分も誘惑されることがないように注意してください。

または，「聖なる力に導かれている」。
または，「温和な精神で」。


^ 1節 （格 6:23） おきてはランプ，律法は光， 指導のための戒めは命への道だからである。



^ （格 12:15） 愚かな人は自分の道は正しいと思うが， 賢い人は助言を受け入れる。



^ 2節 （格 22:17） 耳を傾けて賢い人たちの言葉を聞け。 私の知識を心から受け入れるためである。



^ 2節 （格 12:15） 愚かな人は自分の道は正しいと思うが， 賢い人は助言を受け入れる。



^ 2節 （格 15:22） 相談*しないと計画は失敗し， 助言者が多ければ達成される。

または，「内密の話し合いを」。


^ 3節 （ヘブ 4:12） 神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面*と内面*，骨*と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「関節」。


^ （伝 7:9） すぐに腹を立ててはならない。腹立ちは愚かな人の胸にとどまる*。

もしかすると，「愚かな人の特徴だ」。


^ 4節 （伝 7:9） すぐに腹を立ててはならない。腹立ちは愚かな人の胸にとどまる*。

もしかすると，「愚かな人の特徴だ」。


^ 6節 （王一 12:3-7） 人々はヤラベアムを呼び寄せた。その後，ヤラベアムとイスラエルの会衆全体はレハベアムのもとに行き，こう言った。 4 「あなたの父上は私たちに過酷な荷*を負わせました。あなたがその過酷な労働を楽にし，あなたの父上に負わされた重い*荷*を軽くしてくださるなら，私たちはあなたに仕えます」。 5 レハベアムは言った。「いったん帰り，あさって*戻ってきなさい」。それで民は去っていった。 6 レハベアム王は，父ソロモンが生きていた頃に父に仕えていた年長者*たちに相談し，こう言った。「この民にどう答えたらよいか，何か助言がありますか」。 7 彼らは言った。「今日，あなたがこの民に仕え，民の願いを受け入れて良い返答をするなら，民はずっとあなたに仕えるでしょう」。

直訳，「てんびん棒」。
または，「つらい」。
直訳，「てんびん棒」。
または，「3日で」。
または，「長老」。


^ 6節 （代二 12:13） レハベアム王はエルサレムで権力を強め，引き続き治めた。レハベアムは41歳で王になり，エホバがご自分の名を付すためにイスラエルの全部族の領地から選んだ都市エルサレムで17年治めた。王の母はナアマといい，アンモン人だった。



^ 6節 （王一 12:8-11） ところが，レハベアムは年長者*たちの助言を無視し，共に成長して今は自分の従者となっている若者たちに相談した。 9 こう尋ねた。「民にどう答えたらよいか，何か助言があるか。民は，『あなたの父上が私たちに負わせた荷を軽くしてください』と言っている」。 10 レハベアムと共に成長した若者たちはこう言った。「民が，『あなたの父上は私たちに重い荷を負わせました。私たちのためにその荷を軽くしてください』と言っているなら，こう言うとよいと思います。『私は父よりも厳しくする*。 11 父はあなたたちに重い荷を負わせたが，私はその荷をいっそう重くする。父はあなたたちをむちで懲らしめたが，私はとげむちで懲らしめる』」。

または，「長老」。
直訳，「私の小指は私の父の腰よりも太くなる」。


^ 7節 （代二 26:16-21） ところが，ウジヤは強くなるとすぐに心が傲慢になって身を滅ぼした。エホバの神殿に入って香の祭壇で香をたこうとし，エホバ神に対して不忠実なことをしたのである。 17 祭司アザリヤとエホバの勇敢な祭司80人が，すぐさまウジヤの後から入っていった。 18 彼らはウジヤ王の前に立ちはだかって，言った。「ウジヤ，エホバに香をたくのはあなたがしてよいことではありません！ 香をたいてよいのは祭司だけです。祭司たちはアロンの子孫で，神聖なものとされているからです。この聖なる所から出ていってください。あなたは不忠実なことをしました。そのため，あなたがエホバ神から栄光を与えられることはありません」。 19 しかしウジヤは，香をたくための香炉を手にしたまま，激怒した。祭司たちに怒りをぶつけていると，彼の額に重い皮膚病が現れた。エホバの家の中にいた祭司たちの前，香の祭壇のそばでのことだった。 20 祭司長アザリヤと祭司たち皆が見ると，彼の額は重い皮膚病に侵されていた。彼らは急いでウジヤをそこから出そうとし，ウジヤ自身も慌てて出ていった。エホバが彼を打ったのである。 21 ウジヤ王は死ぬ日まで重い皮膚病を患った。重い皮膚病のため，隔離された家に住み続けた。エホバの家から閉め出されたのである。ウジヤの子ヨタムが王の家*を治め，民を裁いた。

または，「宮殿」。


^ 8節 （ヨブ 42:3-6） あなたはこうおっしゃいました。 『知らないのに，私の考えを覆い隠しているのは誰か』。 私は話しましたが，分かっていませんでした。 あまりにも素晴らしい事実を理解していませんでした。  4 こうもおっしゃいました。 『どうか聞いてほしい。私が話そう。 あなたに質問しよう。あなたは私に答えなさい』。  5 あなたのことを耳で聞いてはいましたが， 今ではあなたをこの目で見ております。  6 それで，言ったことを撤回し， 後悔して土と灰をかぶります」。



^ 8節 （ヨブ 42:12-17） エホバがヨブを祝福したので，ヨブの残りの人生は以前よりも豊かになった。ヨブは，羊1万4000匹，ラクダ6000頭，牛1000対，雌ロバ1000頭を持つようになった。 13 さらに，息子7人と娘3人を持つようになった。 14 そして長女をエミマ，次女をケツィア，三女をケレン･ハプクと名付けた。 15 ヨブの娘たちほど美しい女性はどの地方にもいなかった。娘たちは兄弟たちと同じように父親から財産をもらった。 16 こうしてヨブはさらに140年生き，自分の子供と孫，4世代を見た。 17 ヨブは長生きして充実した日々を送り，やがて生涯を終えた。



^ 9節 （民 20:1-13） イスラエル人の民全体は，第1の月にチンの荒野に入り，民はカデシュにとどまることになった。ミリアムはそこで死に，葬られた。 2 そこには民のための水がなく，民はモーセとアロンに逆らって集合した。 3 民はモーセに不平を言った。「兄弟たちがエホバの前で死んだ時に，私たちも死んでいればよかった。 4 どうしてエホバの会衆をこの荒野に連れてきて，私たちと家畜をここで死なせるのか。 5 どうして私たちをエジプトから連れ出して，こんなひどい場所に連れてきたのか。ここでは種をまけず，イチジクやブドウやザクロも育たない。飲む水もない」。 6 モーセとアロンは会衆の前から離れ，会見の天幕の入り口に来てひれ伏した。するとエホバの栄光が現れ始めた。 7 エホバはモーセに言った。 8 「つえを取って民を呼び集め，あなたと兄のアロンが民の目の前で大岩に話して，水を出させなさい。あなたは民のために大岩から水を出し，民と家畜に飲ませる」。 9 モーセは命じられた通りにエホバの前からつえを取った。 10 モーセとアロンは会衆を大岩の前に呼び集め，モーセが民に言った。「さあ聞きなさい，反逆者たち！ この大岩から私たちがあなたたちのために水を出さないといけないのですか」。 11 モーセは手を上げ，つえで大岩を2度打った。すると，たくさんの水が出てきて，民と家畜は飲みだした。 12 その後エホバはモーセとアロンに言った。「あなたたちは，私に信仰を示さず，イスラエルの民の目の前で私を神聖なものとしなかったので，私が与える土地にこの会衆を連れて入ることはない」。 13 これがメリバ*の水である。イスラエル人がそこでエホバに不平を言い*，神は彼らの間で自分を神聖なものとした。

意味，「言い争い」。
または，「と言い争い」。


^ 9節 （申 3:23-27） その時，私はエホバに嘆願しました。 24 『主権者である主エホバ，あなたは，ご自分の偉大さと力強い腕を私のような者に示し始められました。天や地のどんな神が，あなたが行われたような強大なことを行うでしょうか。 25 どうか私に渡っていかせ，ヨルダン川の向こうの良い土地，良い山地とレバノンを見させてください』。 26 しかし，エホバは皆さんのことで私に激怒したままで，願いを聞き入れてくださいませんでした。エホバはこう言いました。『あなたの話はもう十分だ！ この件について二度と私に話してはならない。 27 ピスガの頂上に登り，西，北，南，東に目を向けて，その土地を自分の目で見なさい。あなたはこのヨルダン川を渡らないからである。



^ 9節 （申 4:1） イスラエル，私が教える規定と法規を聞いて，守りなさい。皆さんが生き，父祖の神エホバが与えてくださる土地に入ってそれを取得するためです。



^ （格 4:10-13） わが子よ，聞いて，私の言葉を受け入れよ。 そうすれば，あなたは長く生きられる。 11 私はあなたに知恵の道を教え， 真っすぐな道を歩ませる。 12 あなたが歩くとき，歩みは妨げられず， 走っても，つまずかない。 13 指導をしっかりつかめ。それを放してはならない。 それを失ってはならない。命が関係しているからである。



^ 10節 （格 4:10-13） わが子よ，聞いて，私の言葉を受け入れよ。 そうすれば，あなたは長く生きられる。 11 私はあなたに知恵の道を教え， 真っすぐな道を歩ませる。 12 あなたが歩くとき，歩みは妨げられず， 走っても，つまずかない。 13 指導をしっかりつかめ。それを放してはならない。 それを失ってはならない。命が関係しているからである。



^ 11節 （エフェ 4:25-27） 皆さんは偽りを捨て去ったのですから，隣人に真実を語りましょう。私たちは皆で1つの体を構成しているのです。 26 腹が立っても，罪を犯してはなりません。怒ったまま日が沈むことがないようにしましょう。 27 悪魔に隙を与えてはなりません。



^ （詩 141:5） 正しい人が私を打つとしても，それは揺るぎない愛の表れです。 私を戒めるとしても，それは頭に注がれる油のようであり， 私がそれを拒むことはありません。 彼らが災難に遭う時，私は祈り続けます。



^ 12節 （ヨブ 32:6， 7） そこでブズの子孫，バラクエルの子エリフは話し始めた。 「私は若く，皆さんはお年を召しています。 それで私は敬意を込めて身を引き， 自分が知っている事を述べませんでした。  7 『年老いた者*が語り， 年を重ねた者が知恵を知らせればよい』と考えました。

直訳，「日々」。


^ 12節 （詩 141:5） 正しい人が私を打つとしても，それは揺るぎない愛の表れです。 私を戒めるとしても，それは頭に注がれる油のようであり， 私がそれを拒むことはありません。 彼らが災難に遭う時，私は祈り続けます。



^ 13節 （格 4:20-22） わが子よ，私の言葉に注意を払え。 私の言葉をよく聞くように。 21 それを見失ってはならない。 心にしっかりとどめよ。 22 それを受け入れる人たちにとって， それは命であり，全身を健康にする。



^ 13節 （ヘブ 12:9， 10） また，私たちは人間の父親から矯正を受け，父親に敬意を払いました。ではなおのこと，天の父*に従って生きるべきではないでしょうか。 10 人間の父親は，自分が良いと思うように私たちを短い間矯正しましたが，天の父は，私たちのために矯正を与え，私たちが神のように聖なる者になれるようにしてくださいます。

または，「聖なる力によって生活を導いてくださる父」。


^ 14節 （ガラ 6:1） 兄弟たち，誰かが道を踏み外したなら，たとえ気付かずにそうした場合でも，クリスチャンとして十分に資格がある*皆さんは，その人を優しく*正すことに努めてください。そして，自分も誘惑されることがないように注意してください。

または，「聖なる力に導かれている」。
または，「温和な精神で」。


^ 14節 （格 15:31） 命を与える戒めを聞く人は， 賢い人々の中で暮らしている。



^ 15節 （格 13:10） 出過ぎたことをすると，争いが起きるだけである。 助言を求める*人たちには知恵がある。

または，「協議する」。


^ 17節 （格 19:20） 助言を聞き，指導を受け入れよ。 将来，賢くなるためである。








研究記事8

あなたの助言は「心を喜ばせる」ものですか


「油と香は心を喜ばせる。誠実な助言を与えてくれる友もそうである」。格言 27:9

102番の歌 「弱い人たちを援助」する

何を学ぶか*




1-2. 1人の兄弟は，助言を与えることに関してどんなことを学びましたか。

何年も前のことですが，しばらく集会に来ていない姉妹を2人の長老が訪問しました。1人の長老が，集会に出席することの大切さに関する聖句を幾つも紹介しました。兄弟は，上手に励ますことができた，と思っていましたが，2人が帰る時になって，姉妹は，「兄弟たちは私のことを少しも分かってくださっていませんね」と言いました。長老たちは，姉妹が抱えている問題や状況について尋ねることもせずに助言を与えていました。それで，与えられた助言は姉妹にとって励みのあるものとはなりませんでした。

2 姉妹に聖句を紹介した長老は，こう述べています。「その時は，姉妹は敬意がない，と感じました。でも，今になって考えてみると，私は，姉妹のことを考えるのではなく，当てはまる聖句のことばかり考えていました。本当は，『最近どうですか』とか，『私にできることが何かありませんか』と聞くべきだったんです」。この長老は，経験を通して大事なことを学びました。今では，仲間を温かく気遣う牧者になっています。

 3. 会衆の中で誰が助言を与えることがありますか。

3 長老たちは牧者なので，必要な時に助言を与える責任があります。でも，場合によっては，会衆のほかの人たちもアドバイスをする必要があるかもしれません。兄弟であれ姉妹であれ，友達に聖書に基づく助言やアドバイスをすることがあります。（詩 141:5。格 25:12）年長の姉妹は，テトス 2章3-5節に挙げられているようなことについて，「若い女性に……助言を与え」ることがあるでしょう。親は，子供に助言や矯正を与える必要があります。ですから，この記事は特に長老たちのために用意されましたが，私たち全てが大切な点を学ぶことができます。どうすれば，助言を相手にとって本当にためになり，やる気を起こさせ，「心を喜ばせる」ものにできるか，考えていきましょう。（格 27:9）

 4. この記事ではどんなことを考えますか。

4 この記事では，次の4つの点について考えます。（1）どんな動機で助言を与えるべきですか。（2）本当に助言する必要がありますか。（3）誰が助言を与えるべきですか。（4）どうすれば良い助言を与えることができますか。






どんな動機で助言を与えるべきか


 5. 長老たちが愛を動機として助言を与えるなら，助言を受けた人はそれにいっそう従いやすくなります。そう言えるのはなぜですか。（コリント第一 13:4，7）

5 長老たちは，仲間の兄弟姉妹を愛しているので，誰かが間違いを犯しそうになっていることに気付くと，助言を与えることがあります。（ガラ 6:1）とはいえ，助言を与える前に，愛について述べたパウロの言葉を考えるのは良いことです。パウロはこう言いました。「愛は辛抱強く，親切です。……愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します」。（コリント第一 13:4，7を読む。）この言葉についてじっくり考えるなら，長老たちは自分の動機を吟味し，愛の気持ちから助言を与えることができるでしょう。相手に対する気遣いが伝わるような形で助言を与えるなら，助言を受けた人はそれにいっそう従いやすくなるでしょう。（ロマ 12:10）

 6. パウロはどんな点で良い手本となっていますか。

6 パウロは，長老にとって良い手本となっています。テサロニケの兄弟たちに助言が必要だった時，パウロはためらうことなく助言を与えました。でも，彼らに宛てた手紙の中で，まずは彼らの忠実な働きや愛に根差した労苦や忍耐について述べ，彼らが迫害などの大変な状況の中でも本当によくやっていることを褒めました。（テサ一 1:3。テサ二 1:4）さらに，ほかのクリスチャンにとって良い手本となっている，とさえ言いました。（テサ一 1:8，9）テサロニケの兄弟たちは，こうした褒め言葉を聞いて本当にうれしかったに違いありません。パウロは，テサロニケの兄弟たちを心から愛していました。だからこそ，彼らに宛てた2通の手紙の中で，良い助言を与えることができたのです。（テサ一 4:1，3-5，11。テサ二 3:11，12）

 7. 助言に対して良い反応が返ってこない場合があるのはなぜですか。

7 ふさわしい仕方で助言を与えないならどうなるでしょうか。経験を積んだ1人の長老はこう言います。「助言自体が間違っていなくても，助言の与え方に愛が感じられないと，良い反応が返ってこないことがあります」。何を学べますか。いら立ちからではなく，愛の気持ちから助言を与えるなら，助言を受けた人はそれを当てはめやすく感じる，ということです。






本当に助言する必要があるか


 8. 長老は誰かに助言を与える前に，どんなことを考えるべきですか。

8 長老は，急いで助言を与えることがないようにするべきです。助言する前に，次のように考えてみることができます。「本当に助言を与える必要があるだろうか。その人の行動は，本当に間違っていると言えるだろうか。それは聖書の基準に反したことだろうか。それとも，考え方が自分と違っているだけだろうか」。「性急に話す」ことがないよう注意するのは良いことです。（格 29:20）判断に迷う場合には，聖書の基準からして助言を与えるべきかどうか，ほかの長老に相談することができます。（テモ二 3:16，17）

 9. 服装や身だしなみに関する助言の与え方について，パウロからどんなことを学べますか。（テモテ第一 2:9，10）

9 1つの例を考えてみましょう。ある長老が，誰かの服装や身だしなみがふさわしくないのではないかと感じているとしましょう。その場合長老は，聖書の基準からして助言すべきだろうか，と考える必要があります。自分の意見だけに基づいて判断してしまわないために，ほかの長老や経験を積んだ兄弟姉妹に相談することができます。そして，パウロの助言について一緒に調べることもできます。（テモテ第一 2:9，10を読む。）パウロは大まかな指針を示し，クリスチャンは慎みや健全な考え方が表れたきちんとした服装をすべきだ，と述べました。しかし，ふさわしいものやふさわしくないものについて，細かな規則を作ることはしませんでした。また，クリスチャンには聖書の基準の範囲内で個性を発揮する自由がある，ということを認めていました。ですから長老たちは，助言を与える必要があるかどうかを判断する際に，その人の服装や身だしなみに慎みや品位が表れているかを考える必要があります。

10. ほかの人の判断に関して，どんなことを覚えておく必要がありますか。

10 あることに関して2人のクリスチャンが異なる判断を下すとしても，そのどちらも聖書の基準に沿っている，ということがあります。この点を覚えておくのは大切なことです。自分の基準を仲間の兄弟姉妹に押し付けることがないようにしましょう。（ロマ 14:10）






誰が助言を与えるべきか


11-12. 助言を与える必要がある場合，長老はどんな点を考える必要がありますか。なぜですか。

11 助言が必要であるということがはっきりしたなら，次に考えるべきなのは，誰が助言を与えるか，ということです。結婚している姉妹や未成年の子供に助言が必要な場合，長老はまず家族の頭と話し合うことでしょう。家族の頭は，その件を自分で扱いたいと思うかもしれませんし，長老が助言を与える時に同席したいと思うかもしれません。* また，3節で考えた通り，姉妹に助言が必要な場合には，年長の姉妹から助言してもらう方がよい場合もあるでしょう。

12 長老たちが考えるべき別の点があります。それは，自分が助言を与える方がよいだろうか，それともほかの長老に与えてもらう方がよいだろうか，という点です。例えば，自分はだめだという気持ちと闘っている人に助言を与える必要がある場合，同じような気持ちになったことがある長老から助言を与えられる方が，受け入れやすく感じるかもしれません。そうした長老は，いっそう思いやり深く接することができるからです。とはいえ，聖書の基準に合わせて改善するよう仲間を励ます責任は，全ての長老にあります。ですから，長老たちの中に似たような経験をした人がいないとしても，誰かが助言を与える必要があります。






どうすれば良い助言を与えることができるか




[image: 一緒に奉仕をしている兄弟が自分の気持ちを話すのを，長老が真剣に聞いている。]

長老たちが「人の言うことに進んで耳を傾けるべき」なのはなぜか。（13-14節を参照。）





13-14. 長老が兄弟姉妹の話を聞くのは大切なことです。なぜですか。

13 よく話を聞く。長老は誰かに助言を与える場合，次のように考える必要があります。「その人は今どんな状況にあるだろうか。最近，何かあったのだろうか。私が知らないような問題にぶつかっているんだろうか。その人にとって今一番必要なことは何だろう」。

14 助言を与える時には，ヤコブ 1章19節の教えを当てはめる必要があります。ヤコブは，「皆が，人の言うことに進んで耳を傾けるべきです。すぐに話したり，すぐに怒ったりしてはなりません」と述べました。自分は事情を全て分かっている，と思うこともあるかもしれませんが，本当にそうでしょうか。格言 18章13節には，「聞かないうちに返事をする人は，愚かであり，辱められる」とあります。事情を知る一番良い方法は，本人から直接話を聞くことです。ですから，話す前に聞く必要があります。この記事の初めに出てきた長老は，どんな大切なことを学んだでしょうか。自分が準備してきたことをまず話すのではなく，「最近どうですか」とか，「私にできることが何かありませんか」といった質問をすべきだった，ということです。時間を取って兄弟姉妹の話を聞くなら，いっそう励みになり助けになることを話せるでしょう。

15. 長老は，格言 27章23節の教えをどのように当てはめられますか。

15 兄弟姉妹の様子をよく知るようにする。この記事の初めで考えた経験から分かる通り，良い助言を与えるためには，幾つかの聖句を読んだり提案を述べたりするだけでは十分ではありません。長老は，兄弟姉妹のことを気遣い，理解し，助けたいと思っていますが，兄弟姉妹がそのことを感じ取れるようにする必要があります。（格言 27:23を読む。）ですから，長老たちが兄弟姉妹との友情を深めるよう努力するのはとても大切なことです。



[image: 長老と兄弟が，笑顔で楽しそうに話しながら，サイクリングに行こうとしている。]

長老たちはどんなことを行うなら助言を与えやすくなるか。（16節を参照。）





16. 長老たちが良い助言を与える上で，どんなことが助けになりますか。

16 長老たちは兄弟姉妹に，長老は助言や用事がある時にしか話し掛けてこない，という印象を与えたいとは思っていません。それで，兄弟姉妹と普段から話すようにし，問題にぶつかっているようなら個人的な関心を示します。経験を積んだ1人の長老はこう述べています。「そのようにするなら，兄弟姉妹との友情を強めることができ，助言が必要な時にもずっと話しやすくなります」。そして，助言を与えられる側もずっと受け入れやすくなるでしょう。





[image: 長老が兄弟に聖書から助言を与えている。兄弟はその助言を受け入れにくく感じている。]

助言を与える時に，長老たちが辛抱強く親切であるべきなのはなぜか。（17節を参照。）





17. 長老は特にどんな時に辛抱強く親切である必要がありますか。

17 辛抱強く親切である。長老が聖書に基づく助言を与えても，初めはそれを退ける人もいます。そういう場合は特に，辛抱強く親切である必要があります。助言を受けた人がすぐに受け入れたり当てはめたりしないとしても，いら立ってはなりません。イエスについて次のように預言されていました。「彼は，傷ついたアシを折らず，くすぶるランプの火を消さ[ない]」。（マタ 12:20）長老は自分一人で祈る時に，「自分が助けようとしている人を祝福してください。その人が，助言を与えられている理由を理解して当てはめられるように助けてください」とお願いすることができます。助言を与えられた人は，その内容について考えるために時間が必要なのかもしれません。長老が辛抱強く親切であるなら，その人は助言の仕方ではなく内容に目を向けることができるでしょう。もちろん，助言は聖書に基づいたものであるべきです。

18. （ア）助言を与える時には，どんなことを覚えておく必要がありますか。（イ）囲みの写真の夫婦は，どんなことを話し合っていますか。

18 失敗から学ぶ。私たちは完全ではないので，この記事に載せられている提案を完璧に当てはめることはできません。（ヤコ 3:2）ですから，失敗してしまった時には，そこから学ぶようにしましょう。兄弟姉妹は，誰かから傷つくようなことを言われたりされたりしても，その人が自分のことを愛してくれていると分かっているなら，許しやすく感じることでしょう。（「親の皆さんへ」の囲みも参照。）



[image: 父親と母親が，10代の娘にどのように助言を与えるのが一番良いかについて，聖書に基づいて話し合っている。]



親の皆さんへ


親も子供に助言を与えなければならない場合があります。それで，この記事で考えた点は，親の皆さんにも役立ちます。子供に助言を与える前に，次のように考えることができます。「これは本当に助言が必要なことだろうか。今，穏やかに優しく話すことができるだろうか。自分の気持ちが落ち着いてからにした方がよいだろうか。子供の事情が全部分かっているだろうか。それとも，知らないことがあるだろうか。助言を与えられた後，子供は厳し過ぎると感じるだろうか。それとも，親の愛を感じるだろうか」。親は，決して子供に厳しく接してはいけません。パウロが述べている通り，愛は「辛抱強く，親切です」。（コリ一 13:4）子供も「神の羊の群れ」の一員なのですから，優しく接する必要があります。（ペテ一 5:2。エフェ 6:4）










この記事で学んだこと


19. どうすれば兄弟姉妹の心を喜ばせることができますか。

19 ここまで考えてきた通り，良い助言を与えるというのは簡単なことではありません。助言を与える側も受ける側も，完全ではないからです。それで，この記事で学んだ点を覚えておくようにしましょう。助言を与える時には，正しい動機で与えます。助言が本当に必要だろうかと考えます。自分が与える方がよいか，それともほかの人に与えてもらう方がよいか，という点も考えます。助言を与える前に，相手の状況を知るために質問をし，答えをよく聞きます。相手の立場になって考えることも大切です。親切にし，仲間の兄弟姉妹との友情を深めるようにします。私たちが目指しているのは，単に良い助言を与えることではなく，「心を喜ばせる」助言を与えることなのです。（格 27:9）







どのように答えますか


	  どんな動機で助言を与えるべきですか。



	  誰が助言を与えるべきですか。



	  どうすれば良い助言を与えることができますか。









103番の歌 牧者という贈り物

^ 5節 助言を与えるのは，難しいことがあります。では，そうする必要がある場合，どうすれば，ためになり励みとなる助言を与えることができるでしょうか。特に長老たちは，どうすれば受け入れやすい仕方で助言を与えることができるでしょうか。この記事では，こうした点を考えます。


^ 11節 「ものみの塔」2021年2月号の「会衆で長老に与えられている権限を理解する」という記事を参照。






^ （格 27:9） 油と香は心を喜ばせる。 誠実な助言を与えてくれる友もそうである。



^ 3節 （詩 141:5） 正しい人が私を打つとしても，それは揺るぎない愛の表れです。 私を戒めるとしても，それは頭に注がれる油のようであり， 私がそれを拒むことはありません。 彼らが災難に遭う時，私は祈り続けます。



^ 3節 （格 25:12） 聞く耳を持つ人を戒める賢い人は， 金の耳輪，純金の飾りのようだ。



^ 3節 （テト 2:3-5） 同じように年長の女性も，神を畏れる人にふさわしい振る舞いをし，中傷せず，酒に溺れず，善いことを教えるべきです。 4 そうすれば，若い女性に次のことについて助言を与えられる*でしょう。夫を愛すること，子供を愛すること， 5 健全な考え方をすること，貞潔であること，家事をこなすこと，善良であること，夫に従うことです。そのように行動すれば，神の言葉が悪く言われることはないでしょう。

または，「意識させることができる」，「訓練を施せる」。


^ 3節 （格 27:9） 油と香は心を喜ばせる。 誠実な助言を与えてくれる友もそうである。



^ （コリ一 13:4） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず，



^ （コリ一 13:7） 愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します。



^ 5節 （ガラ 6:1） 兄弟たち，誰かが道を踏み外したなら，たとえ気付かずにそうした場合でも，クリスチャンとして十分に資格がある*皆さんは，その人を優しく*正すことに努めてください。そして，自分も誘惑されることがないように注意してください。

または，「聖なる力に導かれている」。
または，「温和な精神で」。


^ 5節 （コリ一 13:4） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず，



^ 5節 （コリ一 13:7） 愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します。



^ 5節 （ロマ 12:10） 兄弟愛を抱いて，優しい愛情を示し合いましょう。自分の方から進んで人を敬ってください。



^ 6節 （テサ一 1:3） 皆さんの忠実な働き，愛に根差した労苦，主イエス･キリストに希望を抱いて示す忍耐を，父である神の前で絶えず思い起こすからです。



^ 6節 （テサ二 1:4） それで，私たちは神の諸会衆の中で皆さんについて誇らしく語っています。皆さんはさまざまな迫害や苦難に遭いながら，忍耐と信仰を示しています。



^ 6節 （テサ一 1:8， 9） 実際，エホバ*の言葉が皆さんからマケドニアとアカイア一帯に伝わっただけでなく，神に対する皆さんの信仰があらゆる場所に知れ渡ったため，私たちは何も言う必要がないほどです。 9 人々は，私たちが皆さんに初めて会った時の様子や，皆さんがどのように偶像から離れて，生きている真の神に仕えるようになったかを話しています。

付録A5参照。


^ 6節 （テサ一 4:1） さて，兄弟たち，皆さんは神に喜ばれるためにどのように歩むべきかについて私たちから指示を受け，その通りに歩んでいます。今後もいっそう努力して歩んでください。主イエスの名によって皆さんにそのことをお願いし，勧めます。



^ 6節 （テサ一 4:3-5） 神は，皆さんが聖なる者となり，性的不道徳*を避けることを望んでいます。 4 皆さん一人一人は，聖なる者として品位を保てるよう，自分の体*をどのように制するかを知っているべきです。 5 神を知らない人々のように，貪欲で奔放な性欲を抱いてはなりません。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
直訳，「器」。


^ 6節 （テサ一 4:11） 私たちが指示した通り，穏やかに暮らし，人に干渉せず，自ら働くことに努めてください。



^ 6節 （テサ二 3:11， 12） それなのに，聞くところによると，皆さんの中に秩序を無視している人たちがいて，全く働かず，自分に関係のないことに手出ししているようです。 12 そのような人たちに，主イエス･キリストの名によって命じ，勧めます。人に干渉せずに働き，自分で稼いで得た食べ物を食べなさい。



^ 8節 （格 29:20） 性急に話す人を見たか。 愚かな人の方がまだ望みがある。



^ 8節 （テモ二 3:16， 17） 聖書全体は神の聖なる力*の導きによって書かれたもので，教え，戒め，矯正し，正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。 17 それにより，神に仕える人は十分な能力を持つことができ，あらゆる良い活動を行う用意が完全に整います。

用語集参照。


^ （テモ一 2:9， 10） 女性は，慎みと健全な考え方*が表れた，きちんとした*服装をすべきです。凝った髪形をしたり，金や真珠や非常に高価な服を身に着けたりするのではなく， 10 神への専心を表明している女性にふさわしく，善い行いによって身を飾ってください。

または，「良い判断」。
または，「上品な」。


^ 9節 （テモ一 2:9， 10） 女性は，慎みと健全な考え方*が表れた，きちんとした*服装をすべきです。凝った髪形をしたり，金や真珠や非常に高価な服を身に着けたりするのではなく， 10 神への専心を表明している女性にふさわしく，善い行いによって身を飾ってください。

または，「良い判断」。
または，「上品な」。


^ 10節 （ロマ 14:10） それなのに，あなたはなぜ兄弟を批判するのですか。なぜ兄弟を見下すのですか。私たちは皆，神の裁きの座の前に立つことになります。



^ 14節 （ヤコ 1:19） 私の愛する兄弟たち，覚えておいてください。皆が，人の言うことに進んで耳を傾けるべきです。すぐに話したり，すぐに怒ったりしてはなりません。



^ 14節 （格 18:13） 聞かないうちに返事をする人は， 愚かであり，辱められる。



^ （格 27:23） 自分の羊の群れの様子をよく知っておくべきである。 羊をよく世話しなさい*。

または，「に心を留めなさい」，「に注意を払いなさい」。


^ 15節 （格 27:23） 自分の羊の群れの様子をよく知っておくべきである。 羊をよく世話しなさい*。

または，「に心を留めなさい」，「に注意を払いなさい」。


^ 17節 （マタ 12:20） 彼は，傷ついたアシを折らず，くすぶるランプの火を消さず，やがて確実に公正をもたらす。



^ 18節 （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^ （コリ一 13:4） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず，



^ （ペテ一 5:2） 皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し*，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。

または，「進んで群れを注意深く見守り」。


^ （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。

付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。


^ 19節 （格 27:9） 油と香は心を喜ばせる。 誠実な助言を与えてくれる友もそうである。








研究記事9

イエスに倣ってほかの人の必要を優先する


「受けるより与える方が幸福である」。使徒 20:35

17番の歌 「そう望みます」

何を学ぶか*




 1. エホバに仕える人たちは，どんな立派なことを行っていますか。

聖書には，神の民がイエスの指導の下でエホバに仕えるために「喜んで自分を差し出す」ということが預言されていました。（詩 110:3）現代，まさにその通りになっています。毎年，エホバに熱心に仕える人たちが膨大な時間を使って伝道活動に励んでいます。自分から進んで，費用も自己負担で行っているのです。また，物質面や感情面や信仰面で仲間の兄弟姉妹を助けるために多くのことを行っています。長老や援助奉仕者は，集会の話を準備したり牧羊を行ったりするために多くの時間を使っています。どんな動機でこうしたことを行っているのでしょうか。それは，エホバへの愛と隣人への愛です。（マタ 22:37-39）

 2. ローマ 15章1-3節にある通り，イエスはどんな手本を残しましたか。

2 イエスは，自分よりもほかの人の必要を優先する点で素晴らしい手本を残しました。私たちは，この手本に倣うために一生懸命努力しています。（ローマ 15:1-3を読む。）そのように努力するなら，必ず良い結果になります。イエスは，「受けるより与える方が幸福である」と言いました。（使徒 20:35）

 3. この記事では，どんなことを考えますか。

3 この記事では，イエスが人を助けるためにどんな犠牲を払ったか，また，私たちがその手本にどのように倣えるかについて考えます。さらに，人の助けになりたいという気持ちを強めるために何ができるかも取り上げます。






イエスの手本に倣う




[image: イエスが大勢の人たちを教えている。]

群衆がやって来た時，イエスは疲れていたにもかかわらず，どんなことを行ったか。（4節を参照。）





 4. イエスはどのようにして自分よりもほかの人の必要を優先しましたか。

4 イエスは疲れていた時にも人々を助けた。イエスがカペルナウムの近くと思われる山の中腹にいた時，大勢の人たちがイエスのもとにやって来ました。この時，イエスはどのように反応したでしょうか。イエスは一晩中祈った後だったので，とても疲れていたに違いありません。それでも，イエスは群衆を見て，貧しい人たちや病気の人たちのことをかわいそうに思いました。それでイエスは，彼らを癒やしただけでなく，心を動かす素晴らしい話をしました。それは，今では山上の垂訓として知られています。（ルカ 6:12-20）





[image: 1. 一日中働いて疲れ切った父親が，家に帰ってくる。2. エホバに熱烈に祈っている。3. 妻と2人の子供と一緒に家族の崇拝を行っている。]

私たちは，ほかの人の必要を優先したイエスの手本にどのように倣えるか。（5節を参照。）





 5. 家族の頭は，疲れている時にもどのようにイエスの手本に倣っていますか。

5 家族の頭もイエスに倣っている。次のような場面を考えてみましょう。一日中働いて疲れ切った父親が，家に帰ってきます。今晩の家族の崇拝は休みたい，という気持ちになりますが，力を求めてエホバに祈ります。エホバは祈りに答えてくださり，いつものように家族の崇拝を行うことができます。こうした様子を見て，子供たちはとても大切なことを学びます。親がエホバへの崇拝を何よりも優先しているということです。

 6. イエスが自分の時間を惜しみなく与えたどんな例がありますか。

6 イエスは自分の時間を惜しみなく与えた。イエスは，友達であるバプテスマを施す人ヨハネが処刑されたことを聞いた時，どう感じたでしょうか。深く悲しんだに違いありません。聖書には，「[ヨハネが殺されたこと]を聞いたイエスは，独りになるために，そこから舟で静かな場所に向かった」とあります。（マタ 14:10-13）私たちは親しい人を亡くすと，独りになりたいと思うことがあるものです。それで，イエスが独りになりたいという気持ちになったのも理解できます。しかし，イエスが願った通りにはなりませんでした。イエスが行こうとしていた静かな場所に，非常に大勢の人たちが先に着いていたからです。イエスはどう反応したでしょうか。人々が神からの慰めを必要としていることを見て取り，「かわいそうに思」いました。そして，すぐに助けの手を差し伸べました。少しではなく，「多くのことを教え始めた」のです。（マル 6:31-34。ルカ 9:10，11）

7-8. 長老たちは会衆の兄弟姉妹を助ける点で，どのようにイエスに倣っていますか。

7 長老たちもイエスに倣っている。私たちは，長老たちが自分のことを後回しにして私たちを助けてくれていることに心から感謝しています。会衆の兄弟姉妹が知らないところで，長老たちはたくさんのことを行っています。例えば，医療上の緊急事態が発生すると，医療機関連絡委員会の兄弟たちは仲間を助けるためにすぐに駆け付けます。そうしたことが真夜中に生じることも珍しくありません。それでも，そのような長老と家族は，兄弟姉妹を心から気遣っているので，自分よりも仲間のことを優先しています。

8 長老たちの中には，王国会館やその他の施設の建設や，災害救援に参加している人もいます。また，会衆の中では，私たちを教え，励まし，支えるために非常に多くの時間を用いています。長老たちやその家族は，本当に素晴らしい自己犠牲を示しています。エホバが豊かに祝福してくださいますように。とはいえ，長老たちもほかの人たちと同じように，バランスを取る必要があります。会衆のために時間を用いることは大切ですが，家族のことが後回しになってしまってはいけません。






人の助けになりたいという気持ちを強めるには


 9. フィリピ 2章4，5節によると，クリスチャンはどんな考え方をする必要がありますか。

9 フィリピ 2:4，5を読む。私たちは全員が長老というわけではありませんが，誰もが自分よりほかの人のことを優先したイエスに倣うことができます。聖書は，イエスが「奴隷のようにな[った]」と述べています。（フィリ 2:7）この言葉からどんな大切な点を学べるでしょうか。立派な奴隷は，いつも主人に喜ばれることを行おうと努力するものです。私たちはエホバの奴隷であり，仲間に仕える者なので，いっそうエホバや仲間の役に立ちたいと思うことでしょう。そうする上でどんなことが助けになるでしょうか。幾つか考えてみましょう。

10. 自分についてどんな点を考えてみることができますか。

10 自分を分析する。次のように考えてみることができます。「私はほかの人を助けるために自分の時間やエネルギーを喜んで使っているだろうか。例えば，介護施設に住んでいる兄弟を訪問したり，集会の時に年配の姉妹を送迎したりするよう頼まれたなら，どう反応するだろうか。大会会場の清掃や王国会館のメンテナンスに，進んで参加しているだろうか」。私たちは献身した時，自分の全てをエホバに捧げました。ですから，私たちが時間やエネルギーを惜しむことなく用いてほかの人を助ける時，エホバは喜んでくださいます。では，この点で自分には改善が必要であることが分かったなら，何ができるでしょうか。

11. 人の助けになりたいという気持ちを強めるために，祈りはどのように助けになりますか。

11 心からエホバに祈る。改善すべきところがあることに気付いていても，なかなかやる気が出ない場合はどうしたらよいでしょうか。心からエホバに祈りましょう。自分の本当の気持ちをエホバに打ち明け，「行動するための意欲と力の両方」を与えてくださるようお願いすることができます。（フィリ 2:13）

12. 若い兄弟たちはどうすれば会衆の助けになることができますか。

12 若い兄弟たち，エホバに祈って，会衆の兄弟姉妹の助けになりたいという気持ちを強めましょう。国によっては，援助奉仕者は長老よりも数が少なく，年齢層も高くなりつつあります。組織が拡大を続けているので，兄弟姉妹の助けになれる若い兄弟たちがますます必要とされています。自分が必要とされるところがどこであっても，そこで進んで奉仕するなら，幸福になることができます。なぜでしょうか。エホバに喜んでもらうことができ，良い評判を得ることができ，人を助けることから満足感を味わえるからです。



[image: ]

ユダヤのクリスチャンはヨルダン川の向こう側にあるペラという町に逃げた。その町に先に逃げてきていたクリスチャンが，到着したばかりの仲間に食べ物を配っている。（13節を参照。）





13-14. 兄弟姉妹を助けるために，どんなことができますか。（表紙の絵を参照。）

13 ほかの人の必要にいつも気を配る。パウロは，ユダヤに住むクリスチャンにこう勧めました。「善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます」。（ヘブ 13:16）これはとても良いアドバイスでした。それらのクリスチャンは，パウロからの手紙を受け取ってから数年後，家や仕事やクリスチャンではない親族を後にして，「山に逃げ始め」なければならなかったからです。（マタ 24:16）その時には，互いに助け合うことが非常に重要でした。持っている物を分け合うようにというパウロのアドバイスに，避難する前から従っていた人たちは，逃げた先での生活に順応しやすかったことでしょう。

14 兄弟姉妹は助けが必要な時にも，自分からは何も言わないかもしれません。例えば，妻を亡くした兄弟は，食事や家事や交通手段の面で助けを必要とすることがあります。それでも，迷惑を掛けたくないと思って，自分からは何も言わないかもしれません。そういう場合でも，私たちの方から援助を申し出るなら，とても喜んでくれるでしょう。誰かがやってくれるだろうとか，助けが必要ならそう言ってくれるだろう，などと思ってはいけません。「自分だったら，どうしてもらえるとうれしいだろうか」と考えてみましょう。

15. 人の助けになるために，どんなことを意識する必要がありますか。

15 近づきやすい人になる。会衆の中には，人を進んで助けている兄弟姉妹がいます。そうした人たちは，頼んだら迷惑だろうか，と思わせたりはしません。とても頼りになります。私たちもそのようになりたいと思っています。40代の長老であるアラン兄弟は，近づきやすい人になりたいと思っています。イエスの手本についてこう述べています。「イエスは忙しい人でしたが，どの年代の人からも慕われていました。人々は気兼ねなくイエスに助けを求めることができました。また，自分のことを本当に気遣ってくれているんだ，と感じることもできました。私も，イエスのようになりたい，近づきやすく親切で思いやりのある人として知られるようになりたい，と心から思っています」。

16. 詩編 119編59，60節の言葉は，イエスの手本にしっかり従う上でどのように助けになりますか。

16 イエスの手本に完璧に倣うことができなくても，がっかりしないでください。（ヤコ 3:2）芸術家を目指している人は，師匠の下で学んでいても，完璧に師匠のまねをできるわけではありません。それでも，自分の失敗から学んだり，できるだけ師匠のまねをしようと努力したりするなら，だんだんと上達していきます。同じように私たちも，聖書から学んだことを当てはめ，自分の弱いところを改善するよう努力していくなら，イエスの手本にいっそうしっかり従っていくことができるでしょう。（詩編 119:59，60を読む。）






ほかの人の必要を優先することの良い結果
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長老たちは，イエスに倣ってほかの人の必要を優先することにより，若い人たちの手本になれる。（17節を参照。）*





17-18. ほかの人の必要を優先したイエスの手本に倣うなら，どんな良い結果になりますか。

17 ほかの人の必要を優先する姿勢は，周りの人にも伝染します。長老のティム兄弟はこう言っています。「私たちの会衆には，よく進歩して援助奉仕者に任命された若い兄弟たちがいます。中には非常に若い人たちもいます。そうなっている理由の1つは，ほかの人を進んで助けている立派な手本があるからです。こうした若い兄弟たちは，会衆にとってプラスになっていますし，長老たちにも大きな助けになっています」。

18 現代，多くの人たちは自分中心の考え方をしています。でも，エホバに仕える人たちはそうではありません。私たちは，自分よりもほかの人の必要を優先したイエスの手本に心を動かされ，ぜひその手本に倣いたいと思っています。イエスの手本に完璧に倣うことはできませんが，「しっかり付いて」いくことはできます。（ペテ一 2:21）イエスの手本に倣うようできる限りのことを行うなら，エホバに喜んでいただくことができ，幸せになれるのです。







どのように答えますか


	  イエスは人を助けるためにどんなことをしましたか。



	  私たちはどうすればイエスの手本に倣えますか。



	  人の助けになりたいという気持ちを強めるために，どんなことができますか。









13番の歌 キリストは私たちの手本

^ 5節 イエスはいつも自己犠牲を示し，自分ではなくほかの人の必要を優先しました。私たちは，どうすればイエスの手本に倣えるでしょうか。そうするなら，どんな良い結果になりますか。この記事では，こうした点を考えます。




^ 57節 写真や挿絵: 若いダン兄弟の父親が入院しているところに，2人の長老たちが見舞いに来ている。ダン兄弟は，愛情深い長老たちの手本を見て，心を動かされている。そして，自分も会衆の兄弟姉妹の必要にいつも気を配るようになっている。若いベン兄弟が，ダン兄弟が親切にしている様子を見ている。ベン兄弟はダン兄弟の手本に励まされて，王国会館の清掃に参加している。






^ （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^ 1節 （詩 110:3） あなたが軍勢を指揮する*日に，あなたの民は喜んで自分を差し出す。 あなたが率いる若者たちは神聖さで光り輝く。 夜明けに豊かに生じる露のよう。

または，「あなたの軍隊が集まる」。


^ 1節 （マタ 22:37-39） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。



^ （ロマ 15:1-3） 私たち強い人は，強くない人の弱いところを担うべきであって，自分を喜ばせていてはなりません。 2 各自が隣人を喜ばせるようにしましょう。その人のためになることをし，その人を力づけるのです。 3 キリストでさえ自分を喜ばせることはしませんでした。「あなたを非難する人たちの非難が私に降り掛かった」と書かれている通りです。



^ 2節 （ロマ 15:1-3） 私たち強い人は，強くない人の弱いところを担うべきであって，自分を喜ばせていてはなりません。 2 各自が隣人を喜ばせるようにしましょう。その人のためになることをし，その人を力づけるのです。 3 キリストでさえ自分を喜ばせることはしませんでした。「あなたを非難する人たちの非難が私に降り掛かった」と書かれている通りです。



^ 2節 （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^ 4節 （ルカ 6:12-20） こうしたある日のこと，イエスは祈りをするため山に出ていき，夜通し神に祈った。 13 夜が明けると，弟子たちを自分の所に呼び，その中から12人を選び，使徒と呼んだ。 14 イエスがペテロとも呼んだシモン，その兄弟アンデレ，ヤコブ，ヨハネ，フィリポ，バルトロマイ， 15 マタイ，トマス，アルパヨの子ヤコブ，熱心な人と呼ばれるシモン， 16 ヤコブの子ユダ，そしてユダ･イスカリオテであり，この人は後に反逆者となった。 17 イエスはその人たちと共に下りてきて，平らな所に立った。そこには，大勢の弟子たちや，ユダヤ全土とエルサレム，およびティルスとシドンの沿岸地方から来た非常に大勢の人々がいた。イエスの話を聞くため，また病気を癒やしてもらうために来たのである。 18 邪悪な天使に苦しめられている人たちも治された。 19 群衆は皆イエスに触ろうとしていた。イエスから力が出て，全ての人を癒やしていたからである。 20 イエスは目を上げて弟子たちの方を見て，こう言い始めた。 「貧しいあなたたちは幸福です。神の王国はあなたたちのものだからです。



^ 6節 （マタ 14:10-13） そして人を遣わし，牢屋の中でヨハネの首をはねさせた。 11 首は大皿に載せて持ってこられ，娘に与えられた。娘は母親の所に持っていった。 12 その後，ヨハネの弟子たちが来て遺体を運び出し，葬った。それから，イエスの所に来て報告した。 13 それを聞いたイエスは，独りになるために，そこから舟で静かな場所に向かった。ところが，人々がそのことを聞き付け，町々から歩いてその場所に向かった。



^ 6節 （マル 6:31-34） イエスは言った。「さあ，一緒に静かな場所に行って，少し休みなさい」。出入りする人が多く，食事をする暇もなかったからである。 32 それで一行は舟に乗り，自分たちだけになれる静かな場所に向かった。 33 ところが，それは見られていて，多くの人に知れ渡った。それで全ての町から人々が走っていき，舟より先に着いた。 34 イエスは舟を下り，大勢の人を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のようだったからである。そして，多くのことを教え始めた。



^ 6節 （ルカ 9:10， 11） 使徒たちは帰ってきて，行ったことを全部イエスに報告した。イエスは使徒たちを連れ，自分たちだけでベツサイダという町に去っていった。 11 しかし，人々はそれを知ってその場所に向かった。イエスはその人たちを親切に迎え，神の王国について話し始め，治療が必要な人たちを癒やした。



^ （フィリ 2:4， 5） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。 5 キリスト･イエスと同じ考え方をしてください。



^ 9節 （フィリ 2:4， 5） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。 5 キリスト･イエスと同じ考え方をしてください。



^ 9節 （フィリ 2:7） かえって，全てを捨てて奴隷のようになり，人間になりました。



^ 11節 （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^ 13節 （ヘブ 13:16） さらに，善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます。



^ 13節 （マタ 24:16） その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。



^ （詩 119:59， 60） 私は自分の生き方を振り返った。 あなたの教えに従って再び歩むため。 60 私は急ぎ，遅らせない。 あなたのおきてを守ることを。



^ 16節 （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^ 16節 （詩 119:59， 60） 私は自分の生き方を振り返った。 あなたの教えに従って再び歩むため。 60 私は急ぎ，遅らせない。 あなたのおきてを守ることを。



^ 18節 （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。
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ライフ･ストーリー

医学よりも素晴らしいものを見つけました

ルネ･ルールマンの語った経験


「私の子供の頃の夢がかなうってことですね！」 1971年のこと，私は感動して，初めてやって来た2人の患者にそう言いました。私はクリニックを開業したばかりでした。この患者とは誰で，私の子供の頃の夢とは何だったのでしょうか。この会話がきっかけで，私の人生がどのように変わったか，そして，どうして私の夢が実現すると信じられるようになったのか，お話ししたいと思います。






1941年，私はフランスのパリで生まれました。家族はそれほど裕福ではありませんでした。私は勉強が大好きでした。それで，10歳で結核になって学校に行けなくなった時には，本当にがっかりしました。医師からは，肺に負担を掛けないためにベッドから出ないようにと言われました。それで，数カ月の間，辞書を読んだり，パリ大学のラジオ･ソルボンヌの番組を聞いたりして過ごしました。医師から，もう治ったからまた学校に行ってもよい，と言われた時，とてもうれしかったです。「お医者さんってすごい！」と思いました。その時以来，病気の人を治すことが私の夢になりました。父親から，大人になったら何がしたいかと聞かれた時には，「お医者さんになりたい」といつも答えていました。医学に心を奪われていたんです。






科学を学んで神について知る


私たちの家族はカトリックでした。でも，私は神についてあまりよく分かっていませんでした。いろいろな疑問がありました。大学で医学を勉強するようになってからようやく，生命が創造されたことを確信するようになりました。

チューリップの細胞を顕微鏡で初めて観察した時のことを今でも覚えています。細胞に暑さや寒さから自分を守る能力があることを知って，感心しました。また，細胞質（細胞の内側にある物質）が塩分に触れると収縮し，真水に触れると膨張する，ということも知りました。こうしたたくさんの能力があるおかげで，生物はさまざまな環境に順応することができます。細胞のこうした複雑な仕組みについて考えると，生命は偶然に生じたわけではないと思いました。

医学を学び始めて2年目に，神がいるという証拠についてさらに知りました。解剖学の授業の時のことです。前腕によって指を曲げたり伸ばしたりできる，ということを学びました。筋肉や靱帯や腱は，絶妙な位置関係にあります。例えば，前腕の筋肉から指先の2番目の骨に向かって伸びる腱は，先端で2つに分かれて橋のようになっています。そしてその間を，指先の骨につながる腱が通っており，指の曲げ伸ばしに合わせて滑るように動きます。また，指の骨と腱は非常に丈夫な組織でつながっています。これらの仕組みがなければ，手の腱はぴんと張ったような弓の弦のようになってしまい，指を曲げたり伸ばしたりすることはできません。こうしたことを考えると，人間の設計者は本当に賢いと感じました。

私は，赤ちゃんが生まれるプロセスについて学んで，命を設計した方を称賛する気持ちがますます深まりました。健康な胎児は，へその緒を通して母親から酸素を受け取っています。それで，肺胞（肺の中の小さな袋状の部分）はまだ膨らんでいません。しかし，誕生が近づくと，肺胞の表面に界面活性物質が分泌されます。そして誕生後には，産声とともに驚くべきことが次々と生じます。心臓の穴がふさがり，肺に血液が流れ込むようになります。界面活性物質のおかげで，肺胞は互いにくっついてしまうことなく膨らんで，空気を十分に取り込むことができます。こうして，赤ちゃんはあっという間に自力で呼吸できるようになるのです。

私は，こうした素晴らしいものを創造した方についてもっと知りたいと思いました。それで，聖書を真剣に読み始めました。3000年以上前に神がイスラエル国民と結んだ契約の中にある，衛生に関するおきてについて知って，本当にすごいと思いました。神は，排せつ物を埋めることや，手や体を洗うこと，感染症の症状がある人を隔離することなどを命じていました。（レビ 13:50; 15:11。申 23:13）聖書には，科学者が最近の数百年になってようやく理解したことが書かれているのです。また，レビ記にある性に関する衛生についてのおきては，イスラエル全体の健康に役立つものでした。（レビ 12:1-6; 15:16-24）人を造った神がイスラエル人の幸せを願ってこうしたおきてを与えたことや，それに従うなら祝福された，ということも分かりました。私はこうしたことを知って，聖書は神に導かれて書かれた本だと思いました。それでも，神の名前はまだ知りませんでした。






妻との出会いと，エホバを知ったいきさつ
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結婚式の日のリディと私，1965年4月3日





私は，医師を目指して大学で勉強していた時にリディという若い女性と出会い，恋に落ちました。そして，在学中の1965年に，リディと結婚しました。1971年までに3人の子供が生まれ，その後さらに3人の子供に恵まれました。リディは，私が医師として働く面でも，家庭においても，良い支えになってくれています。

私は病院で3年勤めた後，自分のクリニックを開業しました。開業してから間もなく，冒頭で述べた1組の夫婦が診察を受けにやって来ました。私がご主人のために処方箋を書いていると，奥さんから，「先生，血液が含まれる薬は使わないでいただけますか」と言われました。私が驚いて，「えっ，どうしてですか」と尋ねると，奥さんは「私たちはエホバの証人なんです」と答えました。私はそれまで，エホバの証人のことも，エホバの証人が血に対してどんな見方をしているかも聞いたことがありませんでした。それで，奥さんは聖書を取り出して，自分たちがどうして血を避けるのかについて教えてくれました。（使徒 15:28，29）また，2人は神の王国が苦しみや病気や死をなくす，ということについても話してくれました。（啓 21:3，4）それを聞いて，私は思わずこう言いました。「私の子供の頃の夢がかなうってことですね！ 私は苦しんでいる人を助けたいと思って医師になったんです」。私はすごく関心があったので，結局この2人と1時間半も話してしまいました。2人が帰る頃には，カトリックはもうやめよう，と思っていました。私が心からたたえていた創造者には，エホバという名前があることを知ったのです。

この夫婦とはクリニックで3回会い，そのたびに1時間以上話しました。私は，この夫婦と聖書についてもっとゆっくり話したいと思ったので，家に来てもらうことにしました。リディは，一緒に聖書を学ぶことには応じたものの，ずっと教えられてきたカトリックの教えの幾つかが間違っているということは，なかなか受け入れられませんでした。それで，私は主任司祭に家に来てもらい，3人で夜遅くまで話し合いました。教会の教えについて，聖書だけを使って話し合ったのです。その結果，リディはエホバの証人が真理を教えているということを確信しました。エホバ神に対する私たちの愛は深まっていき，1974年に2人ともバプテスマを受けました。






エホバを第一にする


私は，神が人間のためにどんなことを考えているかを知って，優先順位を大きく変えました。私とリディにとって，エホバに仕えることが人生の中で一番大事なことになりました。また私たちは，聖書の基準に従って子供たちを育てることを心に決めました。子供たちに，神と隣人を愛するように教え，その結果，家族は一致の絆で結ばれました。（マタ 22:37-39）

思い出しては2人で笑うことがあるのですが，子供たちは私たちの意見がいつも一致しているということをよく分かっていました。イエスが述べた，「『はい』は，はいを，『いいえ』は，いいえを意味するようにしなさい」という言葉が，わが家のルールになっていることも知っていました。（マタ 5:37）例えば，長女が17歳だった時のことです。リディは娘が若い子たちと一緒に出掛けることを許しませんでした。グループの中のある子が，「お母さんがだめだって言うなら，お父さんに聞いてみたら？」と言いましたが，娘はこう言いました。「そんなことをしたって意味ないよ。お父さんとお母さんの意見が違うことなんてないんだから」。6人の子供たちは，私たちが聖書の教えを当てはめる面で同じ意見を持っていることを理解していました。現在，子供たちの家族を含め，大勢の親族と一緒にエホバにお仕えできているのは，本当にうれしいことです。

真理を知った私にとって，医学は一番大事なものではなくなりました。でも私は，医師として学んだことを活用して仲間の兄弟姉妹を助けたいと思いました。それで，自分から申し出て，最初はパリのベテルに，現在はルビエのベテルに通って，医師として奉仕しています。もうかれこれ50年になります。この奉仕を通して，何人ものベテル奉仕者と親しい友達になることができました。中には，現在90代の人たちもいます。大変驚いたこともありました。新しくベテルに来た兄弟と会ったのですが，その人は何と私が20年前に出産の手助けをして生まれた子だったんです。本当にうれしかったです。






エホバはご自分に仕える人たちを深く気遣っておられる


私は長年にわたって，エホバが組織を通してご自分に仕える人たちを導き，守っている様子を見てきました。それで，ますますエホバを愛するようになっています。例えば，1980年代の初めに，統治体はアメリカにおいて，医療関係者にエホバの証人に対する理解を深めてもらうための取り組みを始めました。

そして1988年に，統治体はベテルにホスピタル･インフォメーション･サービスという新しい部門を立ち上げました。当初この部門は，アメリカ国内の医療機関連絡委員会（HLC）を監督し，エホバの証人の患者がふさわしい医療を受けられるように助けました。後に，この取り決めが世界中に広げられ，フランスにもHLCが設置されました。私は，助けを必要としている病気の兄弟姉妹をエホバの組織が愛情深く支える様子を見て，感激しました。






夢がかなう




[image: ルールマン兄弟姉妹が，1人の男性と聖書から話し合っている。]

今も，神の王国の良い知らせを伝える活動に喜んで参加している。





私は医学に心を奪われていましたが，優先順位を見直しました。そして，医師として人を助けることよりも，命の源であるエホバ神を知って，その方に仕えるよう助けることの方が重要だ，ということを理解しました。現役を退いてからは，リディと一緒に開拓奉仕を行い，毎月多くの時間を使って王国の良い知らせを伝えました。今でも，命を救うこの活動に2人でできるだけ多く参加しています。
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リディと共に，2021年





私は今でも，医師としてできることを行い，病気の人たちを助けています。でも，私にできるのは一時的に助けることにすぎません。そして，どれほど腕の良い医師も，全ての病気を治したり，死をなくしたりすることはできません。それで，苦痛や病気や死が全くなくなる時を本当に楽しみにしています。間もなくやって来る新しい世界では，素晴らしい造りの人体をはじめ，エホバが創造したものについて永遠にわたって学ぶことができます。私の子供の頃の夢が完全にかなえられる時が，間もなく来ようとしているのです。その時が本当に待ち遠しいです。











^ （レビ 13:50） 祭司はカビを調べ，カビが生えた物を7日間隔離しなければならない。



^ （レビ 15:11） 流出物がある人が手を洗わずに触れた人は，自分の服を洗って，水を浴びなければならず，夕方まで汚れた人とされる。



^ （申 23:13） 用具類に小べらを含めておき，外でしゃがむ時にはそれで穴を掘り，後で排せつ物を覆うべきです。



^ （レビ 12:1-6） エホバは続けてモーセに言った。 2 「イスラエル人にこう告げなさい。『女性が妊娠して男の子を産んだ場合，7日間，汚れた人となる。月経中の汚れの期間と同様である。 3 8日目には，その子の包皮に割礼*を施す。 4 さらに33日間，女性は自分を清める。血が流出したからである。聖なるものに一切触れてはならない。清めの期間が終わるまで聖なる場所に入ってはならない。 5 女の子を産んだ場合，女性は14日間，月経の時と同じように汚れた人となる。さらに66日間，自分を清める。血が流出したからである。 6 息子や娘についての清めの期間が終わったなら，女性は全焼の捧げ物として1歳未満の若い雄羊を，また罪の捧げ物として若いイエバトかヤマバトを，会見の天幕の入り口，祭司の所に持っていく。

用語集参照。


^ （レビ 15:16-24） 男性が射精した場合，全身に水を浴びるべきであり，夕方まで汚れた人とされる。 17 精液が付いた服や革製品は水で洗わなければならず，夕方まで汚れたものとなる。 18 男性が女性と寝て射精したなら，2人は水を浴びるべきであり，夕方まで汚れた人とされる。 19 女性は月経のために血の流出がある場合，7日間汚れている。その女性に触れた人は夕方まで汚れた人となる。 20 月経期間中の女性が横になった物は汚れたものとなり，その人が座った物も汚れたものとなる。 21 その女性の寝床に触れた人は自分の服を洗って，水を浴びるべきであり，夕方まで汚れた人とされる。 22 その女性が座った物に触れた人は自分の服を洗って，水を浴びるべきであり，夕方まで汚れた人とされる。 23 その女性が寝床や他の物に座ったなら，それに触れる人は夕方まで汚れた人となる。 24 もし男性が女性と寝て月経による血が付いたなら，その男性は7日間汚れた人となり，その人が横になる寝床も汚れたものとなる。



^ （使徒 15:28， 29） というのは，聖なる力によって私たちは，次の必要な事柄以外，皆さんに何の重荷も加えないのがよいと考えたからです。 29 すなわち，偶像に犠牲として捧げられた物，血，絞め殺された*動物，性的不道徳*を避けていることです。これらのものから注意深く身を守っていれば，皆さんは穏やかに暮らせます。健やかにお過ごしください*」。

または，「殺して血を抜いていない」。
ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
結びのあいさつの表現。


^ （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ （マタ 22:37-39） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。



^ （マタ 5:37） ただ，『はい』は，はいを，『いいえ』は，いいえを意味するようにしなさい。それ以上のことは邪悪な者*から出るのです。

もしかすると，「邪悪なこと」。









[image: イスラエル人の男性が，妻になる人の父親に花嫁料として牛を渡している。]

動物が花嫁料として払われることもあった。





ご存じでしたか




古代のイスラエル人が花嫁料を払ったのはなぜですか。


聖書時代には，結婚が取り決められると，花嫁の家族に花嫁料が払われました。花嫁料は，金品で払われる場合もあれば，動物で払われることもありました。また，ヤコブの場合のように，労働によって払われることもありました。ヤコブはラケルと結婚するために，ラケルの父親の下で7年間働きました。（創 29:17，18，20）このように花嫁料を払う習慣があったのはなぜでしょうか。

聖書学者のキャロル･マイヤーズはこう述べています。「花嫁料は，娘の労働力が失われることに対する埋め合わせだったと思われる。[農業を行っている]家族にとって，娘の労働力は貴重なものだった」。また，花嫁料は，結婚によって結ばれる2つの家族の絆を強めるものともなったでしょう。そうした絆があれば，何か問題にぶつかった時に，互いに助け合うことができました。加えて，花嫁料は，その女性が婚約したことと，今後は父親ではなく夫の世話と保護を受けることになる，ということの印ともなりました。

花嫁料が払われたといっても，花嫁が売り買いされていたというわけではありません。「古代イスラエル ― その生活と制度」（英語）という本にはこうあります。「娘の家族に一定額の金銭またはその相応物を支払うこの義務は，イスラエル人の結婚が一種の売買であったかのように思わせる。しかし[花嫁料]は，女性のために支払われた代価というよりは，その家族に与えられた代償であったようである」。

幾つかの国や地域では，現代でも，花嫁料を払う習慣があります。エホバの証人である親は，花嫁料を求めることにする場合，度を超えた額を要求しないことによって，「分別があることが全ての人に知られるように」します。（フィリ 4:5。コリ一 10:32，33）そのようにするなら，「お金を愛し」てはいないことや，貪欲ではないことを示せます。（テモ二 3:2）また，不当に高い花嫁料を要求しないなら，夫になる人は，花嫁料を稼ぐために結婚を先延ばしにしなければならないとか，開拓奉仕をやめてフルタイムの仕事に就かなければならない，と感じることはないでしょう。

花嫁料に関する法律が定められている地域もあります。そういう場合，エホバの証人である親はそうした法律に従います。なぜでしょうか。聖書によれば，私たちは「上位の権威に従」う必要があり，神の教えに反しない法律は守る必要があるからです。（ロマ 13:1。使徒 5:29）









^ （創 29:17， 18） レアは目に輝きがなかったのに対し，ラケルはとても魅力的な美しい女性だった。 18 ヤコブはラケルを愛するようになっていたので，こう答えた。「あなたの下の娘ラケルのため，私は喜んであなたに7年仕えます」。



^ （創 29:20） こうしてヤコブはラケルのために7年間働いたが，ラケルを愛していたので，ほんの数日のように思えた。



^ （フィリ 4:5） 分別があることが全ての人に知られるようにしてください。主はすぐ近くにいます。



^ （コリ一 10:32， 33） ユダヤ人にとっても，ギリシャ人にとっても，神の会衆にとっても，信仰の妨げ*にならないようにしましょう。 33 私も，自分ではなく多くの人のためになることを優先し，全てのことについて全ての人を喜ばせるようにしています。多くの人が救われてほしいからです。

または，「過ちのもと」。


^ （テモ二 3:2） 人々は自分を愛し，お金を愛し，自慢ばかりし，傲慢で，神や人を冒瀆し，親に従わず，感謝せず，不忠実に*なります。

または，「揺るぎない愛を持たなく」。


^ （ロマ 13:1） 全ての人は上位の権威*に従わなければなりません。神によらない権威はないからです。存在する権威は神によって相対的な地位*に据えられています。

または，「政府」。
地位の高い低いはあるが，神よりは常に下位ということ。


^ （使徒 5:29） ペテロとほかの使徒たちは答えた。「私たちは，人ではなく神に従わなければ*なりません。

または，「統治者に従うように従わなければ」。







ご存じでしたか




エホバはヤマバトとイエバトの両方を犠牲として受け入れました。このことがイスラエル人にとって助けになったのはなぜですか。


律法の下では，ヤマバトとイエバトの両方がエホバへの捧げ物として受け入れられました。捧げ物についての規定の中では，この2つの鳥がいつも一緒に述べられており，イスラエル人はどちらを捧げることもできました。（レビ 1:14; 12:8; 14:30）このことがイスラエル人にとって助けになったのはなぜでしょうか。1つの理由は，ヤマバトがいつでも手に入るわけではなかったことです。どうしてでしょうか。
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ヤマバト





ヤマバトは渡りをする鳥で，暖かい季節にはイスラエル全土で見られます。しかし，毎年10月になると，暖かい南方の国に移動します。そして，春になるとイスラエルに戻ってきます。（ソロ 2:11，12。エレ 8:7）ですから，古代イスラエルにおいて，冬の時期にヤマバトを捧げることは難しかったでしょう。
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カワラバト





一方，イエバトは普通，渡りをしないので，1年中手に入れることができました。さらに，イエバトは家畜として飼われてもいました。（ヨハネ 2:14，16と比較。）「聖書の植物と動物」（英語）という本にはこうあります。「パレスチナでは，どの町や村でもイエバトが家畜として飼われていた。各家庭では，ハト小屋や壁の穴にイエバトを飼っていた」。（イザヤ 60:8と比較。）
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穴にいるハト





イスラエル人にとって1年を通して手に入れやすい鳥が捧げ物として受け入れられていたことから，エホバが愛情深く，無理なことを求めたりする神ではない，ということが分かります。











^ （レビ 1:14） もしエホバへの全焼の捧げ物として鳥を捧げるのであれば，ヤマバトか若いイエバトを差し出す。



^ （レビ 12:8） もし羊を差し出す余裕がなければ，ヤマバト2羽か若いイエバト2羽を持っていかなければならない。1羽は全焼の捧げ物のため，1羽は罪の捧げ物のためである。祭司は女性のために贖罪を行い，女性は清くなる』」。



^ （レビ 14:30） 祭司は，その人が資力に応じて差し出したヤマバトか若いイエバトを捧げる。



^ （ソロ 2:11， 12） ほら，冬*は過ぎて，雨はどこかに行ったよ。 12 大地に花が咲き，刈り込みの季節が来た。 ヤマバトのさえずりも聞こえるよ。

または，「雨期」。


^ （エレ 8:7） 空を飛ぶコウノトリでさえ，季節*を知っている。 ヤマバト，アマツバメ，ツグミ*も，渡りの*時を守る。 しかし，私の民はエホバが裁く時を理解していない」』。

または，「定められた時」。
もしかすると，「鶴」。
または，「戻る」。


^ （ヨハ 2:14） そして神殿で，牛や羊やハトを売る人たちと，座っている両替人たちを目にした。



^ （ヨハ 2:16） そして，ハトを売る人たちに言った。「これらの物を運び出しなさい！ 私の父の家を商売の家にするのはやめなさい！」



^ （イザ 60:8） 雲のように飛んでくるこれらの者は誰か。 まるでハト小屋*に向かうハトのようだ。

または，「鳥小屋の出入り口」。







JW LibraryとJW.ORGのおすすめコンテンツ





経験談

重い障害があっても前向きでいられる

ビルジニアは閉じ込め症候群になって23年余りたちます。聖書の希望のおかげで前向きに考えることができています。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > 経験談

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > 経験談 > 逆境を乗り越える

その信仰に倣う

「エホバに向かって歌いなさい」

女預言者ミリアムはイスラエルの女性たちを率いて紅海で勝利の歌を歌いました。ミリアムの生涯から，勇気，信仰，謙遜さについて学べます。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > その信仰に倣う

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > その信仰に倣う
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^ ***喜歌 3番 私たちの力，希望，確信***
3番
私たちの力，希望，確信
（格言 14:26）
1. エホバよ あなたから得た慰め
たくさんの人に分けたいのに
時には苦しくて心は重く
明るい希望の火も消えそう
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
2. つらいときはいつも ずっとそばで
慰めてくれたあなたのこと
忘れないでいれば 希望の光
また明るくなり 勇気出せる
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
（詩 72:13，14; 格 3:5，6，26; エレ 17:7も参照。）



^ ***喜歌 98番 聖書は神の言葉***
98番
聖書は神の言葉
（テモテ第二 3:16，17）
1. 光のような聖書の言葉
歩みを照らし自由へ導く
2. 心に響く聖書の言葉
正しく生きる力を与える
3. エホバの愛があふれる手紙
聖書を読もう いつもいつの日も
（詩 119:105; 格 4:13も参照。）



^ ***宣 02/11 7ページ 質問箱***
質問箱
■ 自分が住んでいる区域を受け持つ会衆に行くことには，どんな利点がありますか。
わたしたちは，『愛とりっぱな業とを鼓舞する』励ましを，会衆の取り決めを通して受けています。（ヘブ 10:24，25）会衆を通して，真理を学んでおり，人々を弟子とする割り当てを果たすための備えができます。（マタ 28:19，20）さらには，忠実のうちに試練に耐えるよう強められますし，愛のある監督たちがいて，増し加わる重圧や思い煩いに対処するための助けが与えられます。わたしたちが霊的に生き延びるために，会衆が欠かせないことは明らかです。とはいえ，自分が住んでいる区域を受け持つ会衆に行くことには利点があるでしょうか。
事情はそれぞれ異なります。世俗の仕事，未信者の配偶者，交通手段などの要素も，この点で最終的にどんな決定を下すかに影響するかもしれません。それでも，当人が住んでいる区域を受け持つ会衆と交わることには，霊的な面でもそれ以外の面でも明確な利点があります。緊急時に長老たちは奉仕者全員と速やかに連絡を取ることができるでしょう。以前の「質問箱」は，他の数々の利点に注意を引いています。―1991年5月号，1976年4月号，および1967年2月号。
一般的に言って，近くの集会に出席するほうが好都合です。早めに到着して他の人と話をしたり，必要な用事を済ませたりしてから開会の歌と祈りに加わることができます。関心を持ちはじめた人が近所に住んでいるなら，普通そのような人に接して，聖書研究を司会し，相手に一番都合の良い集会に連れて行くのが容易になります。
家族の頭の皆さんが，このことを祈りのうちに検討し，関係するすべての要素を比較考量しつつ，家族の霊的また身体的な福祉にとって何が最善かを判断されるものと確信しています。―テモ一 5:8。









^ ***喜歌 123番 神の秩序にいつでも従う***
123番
神の秩序にいつでも従う
（コリント第一 14:33）
1. エホバ神の証人は
一つになる 秩序よく
世界中で王国と真理の価値告げるため
（※ 繰り返し）
神のため
一致して秩序守る
心から従えば
神の保護見る
2. どんなときも揺るぎなく
エホバの知恵語るなら
神の力与えられ導かれる 神の道
（※ 繰り返し）
神のため
一致して秩序守る
心から従えば
神の保護見る
（ルカ 12:42; ヘブ 13:7，17も参照。）



^ ***喜歌 124番 揺るぎない愛***
124番
揺るぎない愛
（詩編 18:25）
1. エホバに示そう 揺るぎない愛
愛ある教えに信頼置いて
献身守って 愛 貫いて
エホバの近くで安らぎを得る
2. 仲間に示そう 揺るぎない愛
心のこもった気遣い示し
どんなときにでも一緒にいよう
互いを敬い 絆 強める
3. 牧者に示そう 揺るぎない愛
感謝の気持ちで助け受け止め
愛から生まれる忠実示す
その時 神から祝福受ける
（詩 149:1; テモ一 2:8; ヘブ 13:17も参照。）



^ ***塔84 10/15 24–31ページ 『エホバは豊かな報いをもってわたしを扱ってくださった』***
『エホバは豊かな報いをもってわたしを扱ってくださった』
カール･F･クラインの語った経験
エホバを知り，エホバに仕えることには何と大きな祝福があるのでしょう。これまでの自分の歩みを振り返ってみるとき，「わたしはエホバに向かって歌います。豊かな報いをもってわたしを扱ってくださったからです」と述べたダビデと同じ感慨にひたります。（詩編 13:6）エホバはまさにそのとおりに私を扱ってくださいました。例えば，エホバの証人の本部職員の一員となっているのは特権です。そして，本部の家族が150人ほどから3,000人を超えるまでに増加するのを見てきました。それは何と大きな祝福だったのでしょう。
しかし，私が真理を学ぶ前にも，神は豊かな報いをもって私を扱ってくださいました。母は非常に従順で自己犠牲的な人だっただけでなく，子供の私たちを訓戒したり矯正したりする際に，いつも聖句を引用してくれました。その幼い日のことについて少しお話しすることにしましょう。
真理のうちを歩み始める
私が聖書の真理に初めて接したのは，地獄に関する講演を宣伝するビラを見つけた1917年の春のことでした。その主題には深い興味を覚えました。いつも間違ったことばかりしているように思えたので，死んだ時，火の燃える地獄へ行くことをたいへん心配していたのです。母にそのビラを見せたところ，母はその講演を聞きに行くことを勧め，「害にはならないだろうし，もしかしたらお前のためになるかもしれないからね」と言いました。
私は弟の一人であるテッドと一緒に，聖書研究者の主催するその話を聞きに行きました。当時，エホバの証人はその名で知られていました。話し手は，聖書と論理に基づいて，火の燃える地獄の教えが聖書にないことを実に効果的に示しました。すべての点で非常に理にかなっているように思えたので，私は家に帰って，「お母さん，地獄などないよ。本当だよ！」と大声で言いました。母は，私もそう思う，「地獄」というのはこの地球上にあるだけだ，と言いました。母は非常に苦労していたからです。
翌週の日曜日の午後にも別の講演があるという発表がありましたが，11歳と10歳の私たち年端のゆかない少年に話しかける人はいませんでした。その翌週の日曜日の朝，日曜学校と礼拝に出てから，近所の男の子たちとゲームをして遊びました。しかし，その日の午後は何もかもがうまくいかないように思えました。前の週の報いの多かった経験を思い浮かべて，「カール，神様はお前に，面白おかしく過ごしたいなどと思わないで，あの優れた聖書の講義をもう一度聞きに行くべきだと告げようとしておられるのだ」と自分に言い聞かせました。そこでテッドと私は再び出かけて行きました。今度は，聖書研究者たちは私たちにも話しかけ，来週の日曜日にまた来るよう勧めてくれました。私たちは，また来ますと答えましたが，それ以来ずっとクリスチャンの集会に出席しています。今振り返ってみると，私がすべきでない事をしていた時に，エホバがひんぱんに，言わば叱ってくださったということはすぐに分かります。私は，人生とは決してこれとあれではなく，これかあれかである，ということを学ばなければなりませんでした。
そうしたことはいずれも，米国イリノイ州シカゴ市の郊外にあるブルー･アイランドで起きました。（私はドイツの南西部で生まれ，非常に病弱でした。5歳の時に，家族で米国に移住し，やがてその町に定住したのです。）その町では，聖書研究者たちは「幕屋の影」という本に基づく週中の研究も開いていました。私はすぐにその研究にも出席するようになり，それに非常な興味を覚えました。司会者が幕屋の模型を使ってすべての事を説明したので，なおのこと興味を覚えたのです。しかし，これらの集会と，自分が少し前に堅信礼を受けたメソジスト教会のどちらかを選ばなければならないことを悟るまでには，幾らか時間がかかりました。
私はまだほんの子供でしたし，家がかなり貧しかったので，聖書研究者たちは必要な研究用の手引き書を全部，惜しみなく与えてくれました。魂，三位一体，キリストの千年統治などに関する真理を学んで私は大喜びしました。ほどなくして私は，「聖書研究者月刊」と「王国ニュース」を配布する業に喜んで携わるようになりました。1918年の春には，当時は聖別と呼ばれていた献身をして，バプテスマを受ける特権を悟りました。それも家では少しも問題になりませんでした。母は私が学んでいる事柄に関心を示していましたし，20年来メソジスト派の説教師であった父はそのころ旅行に出ていることが多く，年に三，四回，数日ずつ家に帰って来るだけだったからです。
兄弟愛に関する試み
当時，私たちは『真理にとどまりたければ，「聖書研究」7巻を毎年通読するように』と言われていました。もちろん私は真理にとどまりたかったので，ベテルに来るまで，毎年それらの本をきちんと通読していました。これは1日に10ページ読むことを意味しましたが，知識欲が旺盛だったので，それは非常に楽しいことでした。
1918年にバプテスマを受けた直後に，仲間の聖書研究者に対する忠節が試みられました。第一次世界大戦もたけなわで，いちばん重きをなしていた兄弟たちは戦争に関する問題で不当にも投獄されてはいましたが，当時指導の任に当たっていた人々は，クリスチャンの中立の必要を十分に認識してはいませんでした。問題点をはっきりと理解していた少数の人々は腹を立てて自ら聖書研究者とは一線を画し，自らを“堅く立つ者たち”と呼びました。私は，聖書研究者たちと一緒にいるなら，イエスの油そそがれた追随者の「小さな群れ」の成員になり損なうであろうと警告されました。（ルカ 12:32）母はまだ献身していませんでしたが，正しい決定を下す上で助けになってくれました。自分にこれまで多くの事を教えてくれた人々から離れることなど考えられなかったので，聖書研究者の兄弟たちに賭けてみることにしました。それはまさに忠節の試みでした。それ以来，私は同様の忠節の試みを数多く見てきました。何か間違いがあると，心の中に不忠節なところのある人々はそれに飛びつき，業を放棄する言い訳にするようです。―詩編 119:165と比較してください。
エホバに仕えようと努める私にとって大きな励みになったのは，聖書研究者が開いた1922年のシーダー･ポイント大会でした。そこで私たちは，J･F･ラザフォード（ものみの塔協会の当時の会長）が，「王とその王国を宣伝し，宣伝し，宣伝しなさい」という感動的な呼びかけをするのを聞きました。私は最初からさまざまな種類の証言にあずかっていましたが，寄付を受け取って聖書文書を提供するために家から家を訪問したのは，その大会の時が初めてでした。私にとってそれは非常に難しいことに思えました。
そのため，私は1924年のオハイオ州コロンバスの大会の時まで，二度と家から家の証言には携わりませんでした。そのコロンバス大会以降，私たちの地元の会衆には，この活動に定期的に携わる人が少なくとも一人はいたことになります。以来，その宣教が，王国の良いたよりを宣べ伝えるためだけでなく，自分自身の信仰を強め，ほかのどの霊の実を培うのにも大切なことを認識するようになりました。（ガラテア 5:22，23）疑問の余地はありません。定期的に野外宣教にあずかることには，一つの面だけでなく，色々な面で豊かな報いがあるのです。
「ベテルの地は私の拠り所！」
その当時，会衆内の取り決めは幾らか異なっていました。まだ十代だった時に私は長老に選出され，会衆の書籍研究を司会したり，シカゴから公開講演者を呼ぶ手はずを整えたり，それらの講演を地方紙やビラで宣伝する取り決めを設けたりすることもしました。1924年のオハイオ州コロンバスの大会の後，エホバの民の世界本部での奉仕に用いていただくよう申し込む道が開けるのを見ました。私の心は長い間そのようなベテル奉仕にひたすら向けられていましたが，家庭の状況が突然に変化したために，それは私に対するエホバのご意志ではないように思えました。しかし，それもほんの一時的なものでした。というのは，1925年3月23日に私はベテルに入ったからです。
うれしくてたまらなかったので，私は「ディクシー」という歌をもとに替え歌を作り，「ベテルの地は私の拠り所，生くるも死ぬるもベテルの地！」と，手紙に書いて家に送りました。59年後の今も，私はベテルについてそのように感じています。ついでながら，エホバが再三私を扱ってくださった方法について少しばかり触れておくのはよいことかもしれません。自分の大いに望んでいた事柄が神のご意志ではないように思えたために，それを手に入れるのをあきらめると，その望んでいたものが向こうの方からやって来たのです。そうした事を経験して，アブラハムが『自分の深く愛する』息子を進んで差し出すかどうか試みられたことを思い起こしました。―創世記 22:2。
ベテル奉仕を始めてから私が最初に割り当てられたのは，ニューヨーク市ブルックリン区コンコード通り18番地にある協会の工場の植字室での仕事でした。しかしやがて配置換えになり，当時“古い戦艦”という愛称で呼ばれていた協会の輪転機の操作を手伝うために地下室へ回されました。私たちはその輪転機を使って幾百万部もの雑誌を印刷しました。当時，協会の2種類の雑誌はそれぞれ3万部印刷されていました。今日，「ものみの塔」誌の平均発行部数は毎号1,020万部，「目ざめよ！」誌の平均発行部数は毎号890万部です。
子供のころ私は2年間バイオリンのレッスンを受けたことがありました。ですから，ベテルに入ってから，私はオーケストラで演奏することを申し出ました。そのオーケストラは週に二晩練習し，日曜日の朝，協会のラジオ局WBBRの電波に乗せて放送していました。チェロ奏者が必要であることを知り，私はチェロを買い込み，音楽のレッスンを受けるようになりました。 1927年には，私たち10人がスタテン島の協会の放送局で全時間演奏をするよう招かれました。こうして音楽に関係した特権をいただくようになり，それは長年続いています。
「気をつけなさい，カール！」
私は音楽の演奏を大いに楽しみました。全時間音楽に打ち込むことができるのは確かに報いのあることでした。スタテン島で奉仕している間に，ものみの塔協会の当時の会長だったJ･F･ラザフォードを親しく知るというまれな特権にも恵まれました。ラザフォード兄弟は週の半分をそこで過ごしたからです。そののどかな環境は執筆には打ってつけでした。そして，同兄弟は執筆の仕事をたくさん行ないました。
ラザフォード兄弟は私にとって，物分かりのよい，愛ある父親のような人でした。もっとも，何かの規則を破って同兄弟の戒めを受けたことは一再ならずありました。ある時，ラザフォード兄弟から率直な戒めを受けたことがありましたが，その時のことは特にはっきり記憶に残っています。その後また同兄弟に会った時に，兄弟は明るい態度で，「こんにちは，カール！」と言いました。しかし，心の傷がいえていなかったために，私は聞き取れないような小さな声であいさつをしただけでした。するとラザフォード兄弟は，「気をつけなさい，カール！ 悪魔があなたを捕らえようとしています！」と言いました。私はどぎまぎして，「いえ，何でもないんです，ラザフォード兄弟」と答えました。しかし，ラザフォード兄弟にはすっかりお見通しだったので，「いいでしょう。ただ気をつけなさい。悪魔があなたを捕らえようとしています」というその警告を繰り返しました。まさに兄弟の言うとおりでした。ある兄弟に対して恨みの気持ちを抱くと，相手の兄弟が職務上言う権限のある事柄を述べていた場合にはなおのこと，悪魔のわなにかかる危険に防備もなくさらされることになります。―エフェソス 4:25-27。
ある時，ちょっとした誤解がもとで，私がラザフォード兄弟について非常に批判的なことを言ったと同兄弟に誤り伝えられたことがありました。しかし，兄弟は腹を立てるどころか，「カールはよく話すからね。心にもないことを言ってしまうことがあるのだよ」と言いました。これは，ある人からひどいことを言われているという話が聞こえてきた場合に，私たちが見倣うべき大変優れた模範です。確かに，ラザフォード兄弟は寛大で，非常に物分かりのよい人でした。兄弟は，状況が普通ではなく例外をもうけるのがふさわしいと思える場合に，私のために再三例外をもうけ，また一方では，思慮がなくて私の心を傷つけてしまったと思える場合には何度もあやまる ことにより，その寛大さと物分かりのよさを示しました。朝の崇拝の際のラザフォード兄弟の祈りは，私が同兄弟を慕うようになった理由の一つであることも述べておかなければなりません。兄弟は非常に力強い声をしていたにもかかわらず，神に呼びかける際には，あたかも幼い男の子がお父さんに話しているかのような声で話しました。それはエホバとの優れた関係を明らかにするものでした。このような霊的な才覚のある人物が指導しているということは，私の信仰を強めるものでした。そして，これこそまさにエホバの組織のあるべき姿だと思いました。
ブルックリンへ戻る
オーケストラがスタテン島に置かれていたのは2年半だけでした。その後，私たちはラジオの新しいスタジオが建てられたブルックリンに移りました。それからさらに10年ほどオーケストラで演奏した後，オーケストラは解散になり，私は再び工場で働くようになりました。最初は製本部門で働き，後には印刷機を扱う仕事をしました。しかし間もなく奉仕部門へ配置換えになり，1,250人ほどの特別開拓者たちの世話をする ― 区域を割り当てたり，特別開拓者からの手紙に返事を書いたりなどする ― 特権に幾年もの間あずかりました。また，米国およびその周辺の国々の野外奉仕報告を毎月まとめる特権もありました。何と大きな祝福でしょう。そうした祝福の中でも決して小さくなかったのは，当時奉仕部門の監督であったT･J･サリバン兄弟との良い関係でした。私がこの部門で働いていた間に，世界中で10万人だった王国伝道者の数はほぼ37万5,000人にまで増加しました。それ以来エホバの証人はさらに7倍も増加して250万人を超えるまでになりました。それを見る喜びも大きなものでした。
N･H･ノアが会長になってから，エホバの証人一人一人が他の人の家の戸口で聖書の話をする資格ある奉仕者になることが一層強調されるようになったのを見てうれしく思いました。またその時に，兄弟たちは公開講演をするようにも訓練されていました。ものみの塔ギレアデ聖書学校の開設は，私にとって特に関心の深いものになりました。弟のテッド（私が初めて聖書研究者の講義を聞きに行った時に一緒に出かけて行き，1931年以来開拓奉仕をしていた）がその第1期生として出席していたからです。
割り当ての変更
1950年の春のある日，ノア兄弟は私ともう一人の兄弟をその事務所に招き，執筆部門で奉仕してみるのはどうかと尋ねました。どこで奉仕しようと構いません，と私が答えると，ノア兄弟は私を戒め，より大きな奉仕の特権を提供されたら，それを熱心な態度で受け入れなければならないと言いました。しかし，私がそのような態度をとったのは実は健康状態が不安定なためでした。私はいつも健康上の問題を抱えていて，栄養を取ることや，一生懸命に運動することが必要でした。でも，色々な事を調べて記事を書く，それも特に聖書的な事柄を扱った記事を書くことに全時間を費やせるのですから，これ以上私に合った仕事はありませんでした。しかし，それがやさしい仕事でないことは分かっていました。事実，ノア兄弟は執筆部門について，「ここでは最も重要で，最も難しい仕事が行なわれている」と私に話したことがありました。
1951年にロンドンで開かれた「清い崇拝」大会には，ブルックリン･ベテルからも私たち幾人かが出席し，大きな霊的宴を楽しみました。私たちはパリの大会にも出席し，そのあと一行のうちの幾人かは協会の他の支部を幾つか訪問しました。そのうちの一つがウィースバーデンの支部でした。私はこの支部で初めてグレーテル･ナゲルトに会いました。彼女は12年後に，クライン姉妹になって欲しいという私のプロポーズを受け入れてくれました。ベテルで38年間独身で奉仕した後，私はこの女性を生涯の伴侶として一緒に暮らすほうがより良い働きができると思いました。結婚してから私は，「良い妻を見いだしたか。その人は良いものを見いだしたのである。そしてエホバから善意を受ける」というソロモンの言葉に共鳴せずにはいられませんでした。（箴言 18:22）ここでもまたエホバは，豊かな報いをもって私を扱ってくださいました。グレーテルは実に多くの面で私の大きな助けになってくれたからです。
ノア兄弟 ― 兄のような人
ラザフォード兄弟と私の関係は，愛情深い父親と息子の関係に似ていました。しかし，ノア兄弟は私よりほんの数か月年上にすぎなかったので，私たちの関係はどちらかといえば兄弟のような関係 ― 兄が弟の短所にいら立ちを示しがちな関係 ― になりました。グレーテルはそのような相違を達観していました。『結局のところ，能率的な管理者の見解と，とてもロマンチックな音楽家の見解がいつも一致することを期待するほうが無理なのよ』とグレーテルは言いました。しかし，この言葉から誤解が生まれては困るので，私の一番好きな講演者がノア兄弟だったということを付け加えておくべきでしょう。ノア兄弟が私のことを，あなたは私の影のようだ，と言ったことがありました。ノア兄弟が話をするところにはどこにでも姿を現わしたからです。それに，同兄弟は私と同じように大の音楽好きで，会衆の集会に再び歌を取り入れました。ノア兄弟は歌の本の出版に真の関心を払いました。―エフェソス 5:18-20。
この場合にも，地上でのご自分の業を指導するためにエホバはふさわしい人物を用いておられることが分かりました。ノア兄弟は優れた組織者だったからです。ノア兄弟は特に適切な種類の教育の重要性を認識していました。それは同兄弟が，神権宣教学校，ギレアデ宣教者学校，王国宣教学校，そしてベテル新入者学校の取り決めを設けたことからも分かります。
こうした点を考えるとき，英国の支部の調整者がかつて私に話したことを思い起こします。ノア兄弟は組織上の任命を行なう時に個性に左右されないという優れた特質を持っている，とその人は言いました。それは事実です。もしノア兄弟が個性に左右されていたとしたら，私は大会や音楽や執筆などに関係した特権にあずかることが決してなかったでしょう。しかし，ノア兄弟は私にその特権を与えてくれたのです。この点で，ノア兄弟はイエス･キリストをよく見倣う人でした。どうしてそう言えるでしょうか。イエスは特にだれに好意を持っておられましたか。それはヨハネでした。では，イエスはだれに「王国のかぎ」を委ねましたか。ペテロです。ペテロは衝動的な気質の人でしたが，それにもかかわらずそのかぎを委ねたのです。―マタイ 16:18，19。ヨハネ 21:20。
本当にエホバは，弱さや短所の多い私に豊かに報いてくださいました。こうして50年近くも非常な恵みを受けてきたにもかかわらず，まだ最大の特権が私を待っていました。1974年11月に，エホバの証人の統治体の成員になるよう招待されたのです。この招待にはたいへん戸惑い，それを受けるのに励ましが必要だったほどでした。とりわけ，私以外にもかなりの数の人が招待されていることが指摘されました。実際，私のほかにも7人が招待され，それによって統治体の成員はその時，11人から18人に増員されました。
この新しい割り当てを受け入れるよう励ましてくれたのはフレデリック･W･フランズでした。同兄弟は1977年にノア兄弟の後任として協会の会長になりました。私はベテルに来てからずっと，聖書の知識が深く，友好的な気質を持つフランズ兄弟に引かれていました。初めのころ，私たちはドイツ語で行なわれる祈りと賛美と証言の集会に一緒に出席していました。その時以来，私の数多くの霊的な里程標はフランズ兄弟と関係していました。その一つは，弟夫婦と一緒に同兄弟に同行し，禁令下で奉仕しているドミニカ共和国の兄弟たちを訪問したことでした。その時ほど心からの温かいクリスチャン愛の表明を感じたことは，後にも先にも一度もありませんでした。その訪問は同国の仲間の信者たちにとって非常に意義深いものだったので，私たちは彼らを訪問するためにトルヒーヨと問題を起こす危険を冒したほどでした。
後年，フランズ兄弟と私たち夫婦，そしてA･D･シュローダーを含む他の幾人かと一緒に，聖書の地と南米の国々を訪問しました。グレーテルが9年以上宣教者として奉仕したボリビアもその一つでした。フランズ兄弟と旅行すると，必ず奉仕の特権が増し加えられました。同兄弟は共に旅行する人たちも演壇で話をすべきだと言ってゆずらないからです。もっと最近では，ヨーロッパと中央アメリカで開かれた大会で共に特権にあずかりました。振り返ってみると，フランズ兄弟はいつも私に平衡を保たせてくれる人だったように思えます。例えば，私たちが聖書の地へ旅をした際に，グループの中の一人の兄弟が撮影禁止のところで写真を撮って警察ざたになり，そのために皆が遅れるということがありました。私は強い憤りを表わしましたが，フランズ兄弟はただほほえみを浮かべて，「彼も教訓を学んでいると思いますよ」と言いました。まさにそのとおりでした。それに疑問の余地はありません。フランズ兄弟との交わりによっても，エホバは豊かな報いをもって私を扱ってくださいました。
何もかもが“順風満帆”だったわけではない
また，割り当てられた仕事に関して，エホバが豊かな報いをもって私を扱ってくださった方法も見過ごすことはできません。実際のところ私には左右できないような要素があったために，計画が特にうまくゆくということが本当によくありました。（詩編 127:1; コリント第一 3:7と比較してください。）そして，組織全体のレベルから言ってもこれが真実であることを幾度も見てきました。例えば，協会は40年ほど前に，ガレージに使う目的で，ウィロー通りの“馬車置場”を買い求めました。もし協会がその地所を所有していなかったとしたら，タワーズの建物とベテルのほかの建物とを結ぶトンネルを作ることはできなかったでしょう。居住用の空間がさらに必要になった時には，タワーズ･ホテルを買うことができました。事務所の空間がさらに求められるようになった時には，スクィブの建物群を購入することができました。しかも，これらの施設はベテルから歩いて行ける距離にあるのです。他の国々でも，エホバの組織の益となるこれに似た事柄が数多く起きています。
受け継いだ弱さと自分の衝動的な性質のゆえに，私の人生には試練や患難もありました。ベテルで9年を過ごした後に神経衰弱になったこともその試練の一つでした。その時には，ローマ 7章15節から25節にあるパウロの言葉や詩編 103編が本当に慰めになりました。さらに，ひざの皿を割ったり，脊椎骨折をしたりするなど，普通以上に災難に遭ったと言えるでしょう。自分自身の欠点や他の人々の欠点のために，私の人生は何もかも“順風満帆”というわけにはゆきませんでした。しかし，エホバの助けによって，コリント第一 10章13節に示されているように，『それが生じることを神が許しておられるなら，それに耐えることができる』という事実を認識するようになりました。また，『自分のために生きることを減らせば，もっと多くを与えられる』ということも学びました。学ばなければならなかったほかの教訓には，『自分の救いの神を待ち望む』態度を培うこと，および自ら進んで「より小さい者」として行動することの必要性です。―ミカ 7:7。ルカ 9:48。
また，ナバルに関する事件の後にダビデが感じたと同じように感じることが幾度となくありました。（サムエル第一 25:2-34）ナバルの全家をぬぐい去って血の罪を負うはめに陥らずにすんだので，ダビデはエホバとアビガイルに感謝しました。確かに，エホバは私が非常に重大な誤りをおかさないですむようにしてくださいました。エホバはそれを，み使いたちを通して，ご自分の摂理によって，そして円熟した兄弟たちだけではなく非常に大勢の立派なクリスチャンの“アビガイルたち”の助けという形で，行なってくださいました。また，自分が霊的に弱い時には誘惑に屈してしまうような機会が手近にはなく，そうした誘惑が手近にある時にはそれに屈しないほど自分が霊的に強かったということに対しても，エホバに感謝していることを付け加えられるでしょう。言い換えると，悪行に陥る傾向とそれを実際に行なう機会とが決して同時に生じなかったのです。エホバは私が心の中では正しい事をし続けたいと本当に願っていることをご存じだったのです。エホバの見つめられるものがとがでないことを本当に感謝しています。―詩編 130:3。
また，長年にわたって優れた霊的食物を供給することにより，エホバが豊かな報いをもって私や他の人々を扱ってくださったことも見過ごすことができません。（マタイ 24:45-47）真理の光が義なる者のためにいよいよ明るくきらめいているという事実に疑問の余地はありません。（詩編 97:11）私が『み言葉の乳』を初めて取り入れるようになって以来，エホバの民が理解するようになった数多くの優れた霊的な真理のほんの幾つかを次に挙げてみましょう。神の組織とサタンの組織の区別，被造物の救いよりもエホバの立証のほうが重要であるということ，回復に関する数々の預言が霊的イスラエルに当てはまるということ，クリスチャンの振る舞いと宣べ伝える業は同じほど重要だということ，私たちのような不完全な被造物がエホバの証人として神の比類のないみ名を負う特権を与えられ，私たちの神の心を喜ばせることができるということなどです。―ペテロ第一 2:2。箴言 27:11。イザヤ 43:10-12。
私には，神が豊かな報いをもって私を扱ってくださったゆえに，エホバに向かって歌う理由があるでしょうか。確かに私にはそうするだけの理由があるのです！
[脚注]
ケアリー･バーバーはそのオーケストラで第二バイオリンを演奏していました。58年後に，共にまだその同じ“オーケストラ”の中にいようとは二人共考えてもみませんでした。もっとも，オーケストラとは言っても，作り出している音楽の種類は異なっています！ C･バーバーの経験談は「ものみの塔」誌の1982年8月15日号に載せられています。
私たちが1925年について期待できる事柄として，同兄弟の述べた間違った陳述について，兄弟はかつてベテルで私たちに，「全くばかなことをしてしまった」と告白したことがありました。
弟の経験談は，「ものみの塔」誌1957年6月1日号（英文）329-31ページに載せられています。
「1975 エホバの証人の年鑑」131-32ページをご覧ください。
[26ページの図版]
1926年当時のWBBRオーケストラ。K･F･クラインやC･W･バーバーの顔が見える
[27ページの図版]
J･F･ラザフォードは私にとって父親のような人だった
[28ページの図版]
妻のグレーテルと私 ― エホバが豊かな報いをもって私を扱ってくださった一つの表われ
[29ページの図版]
N･H･ノアは兄のような人だった
[30ページの図版]
F･W･フランズ ― 真の友そして平衡を保たせてくれる人









^ ***喜歌 102番 「弱い人たちを援助」する***
102番
「弱い人たちを援助」する
（使徒 20:35）
1. 誰もが時に弱くなる
それでも神は見捨てない
どんな時も愛を示す
そんなエホバに倣いたい
2. 折れそうになる心さえ
愛の言葉で強くなる
皆 エホバの家族だから
痛みや涙 分け合おう
3. 責めたりせずに慰めて
立ち上がるよう助けたい
ためらわずに手を差し伸べ
優しくしたい いつの日も
（イザ 35:3，4; コリ二 11:29; ガラ 6:2も参照。）



^ ***喜歌 103番 牧者という贈り物***
103番
牧者という贈り物
（エフェソス 4:8）
1. 会衆の牧者は神に倣い
羊たち導く 模範示し
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
2. 親切な牧者は常に語る
傷ついた心を癒やす言葉
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
3. 愛がある牧者はいつも教え
会衆の羊の命守る
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
（イザ 32:1，2; エレ 3:15; ヨハ 21:15-17; 使徒 20:28も参照。）



^ ***塔研21 2月号 14–19ページ 会衆で長老に与えられている権限を理解する***
研究記事7
会衆で長老に与えられている権限を理解する
「キリスト[は]会衆という体の頭であ[り，]会衆の救い主でもあります」。エフェソス 5:23
137番の歌 忠実な女性たち
何を学ぶか
エホバの家族の中にいられるのは，本当に素晴らしいことです。この家族が平和と一致を楽しんでいるのはなぜでしょうか。1つの理由は，エホバが定めた頭という立場に敬意を示すよう，家族全員がいつも努力しているからです。頭という立場についての理解が深まるほど，一致の絆は強まります。
2 この記事では，会衆内での権限について学びます。また，次の点についても学びます。姉妹たちにはどんな役割がありますか。兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。長老たちが兄弟姉妹に対して持っている権限は，家族の頭が妻や子供に対して持っている権限と同じですか。ではまず，姉妹たちに対する正しい態度について考えましょう。
姉妹たちに対する正しい態度
3 会衆の姉妹たちは，家族のために一生懸命働き，良い知らせを熱心に伝え，仲間を進んで支えています。私たちはそうした姉妹たちに感謝しています。感謝の気持ちを深めるために，エホバとイエスが姉妹たちをどう見ているかを考えましょう。女性に対する使徒パウロの態度からも学べます。
4 聖書によると，エホバは女性も男性も大切にしている。例えば1世紀には，エホバは女性にも男性にも聖なる力を与え，さまざまな言語で話すといった奇跡を行えるようにしました。（使徒 2:1-4，15-18）キリストと共に治めるよう聖なる力によって選ばれた人たちの中には，男性だけでなく女性もいます。（ガラ 3:26-29）地上で永遠に生きるという報いは，女性にも男性にも与えられます。（啓 7:9，10，13-15）そして，良い知らせを伝えて教える務めは，女性と男性の両方に与えられています。（マタ 28:19，20）「使徒の活動」には，プリスキラという姉妹のことが記録されています。プリスキラと夫のアクラは，十分に教育を受けたアポロが聖書の教えをより正確に理解できるように助けました。（使徒 18:24-26）
5 イエスは女性の尊厳を認めていた。パリサイ派の人たちは，女性を下に見ていたので，人前で話し掛けることはしませんでした。聖書について女性と話し合うことなど，当然ありませんでした。しかし，イエスはパリサイ派に倣ったりはしませんでした。弟子たちと重要な聖書の教えについて話し合う時，女性も参加できるようにしました。 （ルカ 10:38，39，42を読む。）また，伝道旅行に一緒に行くことを許しました。（ルカ 8:1-3）さらに，自分が復活したことを使徒たちに伝えるという重要な務めを託すこともしました。（ヨハ 20:16-18）
6 使徒パウロは女性に敬意を示した。パウロはテモテに，女性に敬意を示すことの大切さを教えました。「年長の女性には母親に対するように，若い女性には姉や妹に対するように……接してください」と言いました。（テモ一 5:1，2）パウロは，テモテがクリスチャンとして成長できるようにいろいろと助けました。それでも，「聖なる書物」についてテモテに最初に教えたのはテモテの母親と祖母だった，ということを認めていました。（テモ二 1:5; 3:14，15）パウロは，ローマのクリスチャンに宛てた手紙の中で，姉妹たちの名前を挙げてあいさつを送りました。姉妹たちの奉仕者としての働きに目を留めただけでなく，感謝を言葉で伝えることもしたのです。（ロマ 16:1-4，6，12。フィリ 4:3）
7 ここまで考えたことから分かる通り，姉妹たちが兄弟たちより劣っているというのは聖書の教えではありません。愛情深く寛大な姉妹たちは会衆の宝です。長老たちは，姉妹たちが会衆の平和と一致に貢献してくれていることに感謝しています。では，エホバが姉妹たちに特定の状況で頭の覆いを着けるよう求めているのはなぜでしょうか。兄弟だけが長老や援助奉仕者に任命されるということは，兄弟であれば誰もが会衆の姉妹たちの頭である，ということになるのでしょうか。考えてみましょう。
兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭なのか
8 兄弟であれば誰もが会衆の姉妹たちの頭である，ということになりますか。そうではありません。姉妹たちの頭はキリストです。（エフェソス 5:23を読む。）家族の中では，夫に妻に対する権限が与えられています。息子は，バプテスマを受けているとしても母親の頭ではありません。（エフェ 6:1，2）会衆では，長老たちに兄弟姉妹に対する権限が与えられていますが，それは限られたものです。（テサ一 5:12。ヘブ 13:17）親と一緒に住んでいない独身の姉妹についてはどうでしょうか。引き続き親に敬意を示しますが，父親はその姉妹にとって頭ではありません。姉妹は長老にも敬意を示しますが，長老たちは姉妹の頭ではありません。会衆では，兄弟にとっても姉妹にとっても，頭はイエス一人だけです。
9 確かにエホバは，兄弟たちを任命して会衆で教えることや崇拝の面で率先するよう取り決めていますが，姉妹たちにはそのような権限を与えていません。（テモ一 2:12）なぜでしょうか。イエスを男性の頭として定めたのと同じ理由です。会衆の秩序を守るためです。本来であれば兄弟たちが行うことを姉妹が行わなければならない場合には，エホバは頭の覆いをすることを姉妹に求めています。 （コリ一 11:4-7）エホバは，姉妹たちの尊厳を傷つけようとしているのではありません。ご自分が定めた頭という立場に敬意を示してほしいと思っているのです。では次に，家族の頭と長老たちにはどんな権限が与えられているかを考えましょう。
家族の頭と長老たちに与えられている権限
10 長老たちは，キリストを愛し，エホバとイエスから託されている「羊」も愛しています。（ヨハ 21:15-17）良い動機から，自分を会衆の中で父親のような存在と考える長老もいるかもしれません。家族の頭が家族を守るために決まりを作れるのであれば，長老も神の羊を守るために決まりを作れる，と考えるのです。また，兄弟姉妹の中には，長老たちを自分の頭のように考えて，長老たちに代わりに判断してもらおうとする人もいるかもしれません。では，会衆の長老たちには家族の頭と同じ権限が与えられていますか。
11 使徒パウロによると，家族の頭に与えられている権限と長老に与えられている権限には似ている点があります。（テモ一 3:4，5）エホバは妻や子供が家族の頭に従うことを望んでいます。（コロ 3:20）そして，会衆の兄弟姉妹が長老たちに従うことも望んでいます。一方，エホバが家族の頭と長老たちに求めているのは，それぞれに託された人たちがエホバとの友情を築けるように助け，安心感を持てるようにすることです。家族の頭が妻や子供を助けるように，長老たちは大変な状況にある会衆の兄弟姉妹を助け，支えます。（ヤコ 2:15-17）さらにエホバは，長老たちや家族の頭が会衆や家族の中でエホバの基準が大切にされるように見守ることを求めています。それと同時に，聖書に「書かれている事柄を越え」ないようにしてほしいとも思っています。（コリ一 4:6）
12 しかし，長老に与えられている権限と家族の頭に与えられている権限には，はっきりとした違いもあります。エホバは長老たちに，会衆の人を裁き，罪を犯して悔い改めない人を会衆から除く権限を与えています。（コリ一 5:11-13）
13 一方，エホバが家族の頭には与えているものの長老には与えていない権限もあります。例えば家族の頭は，家族のために決まりを作ってそれを守らせる権限を与えられています。（ローマ 7:2を読む。）それで，子供のために門限を決めることができます。また，子供がその決まりを守らないなら罰を与えることもできます。（エフェ 6:1）もちろん，家族を愛する頭は家の決まりを作る前に妻に相談するでしょう。夫婦は「一体」だからです。 （マタ 19:6）
会衆の頭であるキリストに敬意を示す
14 エホバは，贖いによって会衆の一人一人の命を買い取りました。（マルコ 10:45を読む。使徒 20:28。コリ一 15:21，22）それで，命を贖いとして差し出したイエスを会衆の頭として任命しました。私たちの頭であるイエスには，個々の人や家族や会衆全体の行動に関する決まりを作り，それを守らせる権限があります。（ガラ 6:2）しかし，イエスは決まりを作るだけではなく，私たち一人一人を養って大切にします。（エフェ 5:29）
15 キリストは，姉妹たちを世話するよう兄弟たちを任命しています。姉妹たちは，そうした兄弟たちの指示に従うことによって，キリストに敬意を示すことができます。米国に住むマーリー姉妹はこう言います。「私は，妻また会衆の姉妹としての自分の役割を本当に大切に思っています。確かに，エホバが定めた頭という立場に対する敬意を深めるには，努力が必要です。でも，そうするのがすごく大変ということはありません。夫も会衆の兄弟たちも，私のことを大切にし，私の働きに感謝してくれるからです」。多くの姉妹たちも同じように感じています。
16 兄弟たちは，姉妹たちに敬意を持って接するなら，頭という立場を正しく理解していることを示せます。英国に住むベンジャミン兄弟はこう言います。「集会では，姉妹たちのコメントからたくさんのことを学べます。聖書を学んだり宣教を上手に行ったりするためのアイデアも，すごく参考になります。姉妹たちの働きは本当に貴重だと思います」。
17 会衆の全ての人が，男性も女性も家族の頭も長老たちも，頭という立場を正しく理解して敬意を示すなら，会衆には平和が行き渡ります。そして何よりも，愛情深い天のお父さんエホバへの賛美となるのです。（詩 150:6）
どのように答えますか
■ 会衆の姉妹たちに対する正しい態度とは，どのようなものですか。
■ 兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。
■ 家族の頭に与えられている権限は，長老に与えられている権限とどのように違いますか。
123番の歌 神の秩序にいつでも従う
[脚注]
会衆の中で，姉妹たちにはどんな役割がありますか。兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。長老たちには家族の頭と同じ権限が与えられていますか。この記事では，聖書中の例を取り上げながら，これらの質問について考えます。
「ものみの塔」2020年9月号の「姉妹たちの支えになりましょう」という記事の6節を参照。
「姉妹はどんな場合に頭の覆いを着ける必要があるか」の囲みを参照。
家族がどの会衆で奉仕するかを誰が決めるのかについては，「ものみの塔」2020年8月号の「会衆の兄弟姉妹に敬意を示しましょう」という記事の17-19節を参照。
[研究用の質問]
 1. エホバの家族が一致しているのはなぜですか。
 2. この記事ではどんな点を学びますか。
 3. どうすれば姉妹たちに対する感謝を深めることができますか。
 4. 聖書によると，エホバは女性も男性も大切にしています。なぜそう言えますか。
 5. ルカ 10章38，39，42節からすると，イエスが女性の尊厳を認めていたと言えるのはなぜですか。
 6. 使徒パウロは女性に対してどのように敬意を示しましたか。
 7. これからどんなことを考えますか。
 8. エフェソス 5章23節からすると，兄弟であれば誰もが姉妹の頭である，ということですか。
 9. 姉妹たちが頭の覆いを着けるべき時があるのはなぜですか。
10. 長老たちが会衆のために決まりを作ろうとすることがあるのは，なぜですか。
11. 家族の頭に与えられている権限と長老に与えられている権限は，どんなところが似ていますか。
12-13. ローマ 7章2節からすると，家族の頭に与えられている権限は長老に与えられている権限とどのように違いますか。
14. （ア）マルコ 10章45節によると，エホバがイエスを会衆の頭として任命したのはなぜですか。（イ）統治体の役割は何ですか。（「統治体の役割」の囲みを参照。）
15-16. マーリー姉妹とベンジャミン兄弟の言葉から何を学べますか。
17. 頭という立場に敬意を示すべきなのはなぜですか。
[16ページの囲み記事]
姉妹はどんな場合に頭の覆いを着ける必要があるか
この点を判断するために，以下の3つの質問について考えることができます。
1. バプテスマを受けた兄弟がいる所で，代表して祈ったり聖書から教えたりすることになるだろうか。（コリ一 11:4，5）
2. バプテスマを受けた兄弟がその場にいないとしても，本来であれば兄弟に割り当てられる務めを行うことになるだろうか。（テモ一 2:11，12。ヘブ 13:17）
3. 結婚している場合，夫がいる所で，代表して祈ったり聖書から教えたりすることになるだろうか。（コリ一 11:3）
1つでも当てはまるものがあるなら，頭の覆いを着ける必要があります。どれも当てはまらないのであれば，頭の覆いを着ける必要はありません。
[脚注]
この点について詳しくは，「自分を神の愛のうちに保ちなさい」の本の209-212ページを参照。
[18ページの囲み記事]
統治体の役割
統治体の成員は，仲間の兄弟姉妹の信仰の主人ではありません。（コリ二 1:24）統治体は，イエス･キリストが会衆の頭であることを認めています。そして，イエスが弟子たちに述べた，「あなたたちは皆，兄弟……です」という言葉に心から同意しています。（マタ 23:8）また，兄弟姉妹を深く愛し，助けになることは何でも行いたいと思っています。統治体は，頭であるキリスト･イエスに従いつつ，指示を与え，世界中のエホバの証人を組織しています。支部委員会の成員や巡回監督を任命します。（エフェ 4:7-13）そして，巡回監督は会衆の長老を任命します。（使徒 14:23。テト 1:5）統治体は，神からの教えや聖書に基づく指示を与える責任をとても真剣に考えています。この責任を果たすために，どのような方法を用いているでしょうか。手紙や出版物やJW Broadcastingがあります。また，いろいろな学校や集会や大会も計画しています。（使徒 15:22-35）自然災害などの大変な事態が生じたなら，統治体は兄弟姉妹への愛の気持ちから，すぐに必要な援助を行います。
[脚注]
統治体の役割についてさらに詳しくは，「ものみの塔」2013年7月15日号20-25ページを参照。
​[17ページの図版]
独身の人が親と一緒に住んでいない場合，その人の頭は父親ではなくイエス。（8節を参照。）
​[17ページの図版]
長老たちは，会衆の兄弟姉妹がエホバとの友情を築けるように助け，安心感を持てるようにする。また，会衆を道徳面で清く保つ責任をエホバから与えられている。（11-12節を参照。）
[17ページの図版]
家族の頭は，妻や子供を教え導く権限をエホバから与えられている。家族を愛する頭は，何かを決める前に妻に相談する。（13節を参照。）
[17ページの図版]
イエスは，頭であるエホバに従いつつ，会衆に指示を与える。（14節を参照。）
​​​​









^ ***喜歌 17番 「そう望みます」***
17番
「そう望みます」
（ルカ 5:13）
1. 親切 辛抱 イエスは示した
人を愛し慰めた 天から地に来て
関心示した 弱い人たちに
愛あるイエスは言った
「私はそう望む」
2. イエスの生き方 学ぶべき模範
心からの愛示す どんな人にでも
涙の友にはすぐに手を伸ばし
そばで寄り添い 言おう
「私はそう望む」
（ヨハ 18:37; エフェ 3:19; フィリ 2:7も参照。）



^ ***喜歌 13番 キリストは私たちの手本***
13番
キリストは私たちの手本
（ペテロ第一 2:21）
1. 愛のエホバ 私たちに独り子イエス与えた
愛を学び示すために 良い手本下さった
2. イエスいつも 神の言葉 生きていく支えにした
力を得て 父のために心込めて仕えた
3. よく学んで従いたい キリストの愛の手本
同じ愛を神に示し 神に賛美捧げる
（ヨハ 8:29; エフェ 5:2; フィリ 2:5-7も参照。）


















^ ***イ経 記事19 重い障害があっても前向きでいられる***
重い障害があっても前向きでいられる
エホバの証人のビルジニアは閉じ込め症候群のため，体がまひしています。見たり聞いたり，まばたきをしたり，頭を少し動かしたりすることはできますが，話したり食べたりすることはできません。以前はとても元気でした。でも1997年のある朝，後頭部に鋭い痛みが走り，なかなか治まりませんでした。夫が病院に連れて行きましたが，その日の晩には昏睡（こんすい）状態になりました。2週間後，意識が戻った時には集中治療室にいました。人工呼吸器につながれ，体はまひしていました。その後の数日間は何も思い出せず，自分が誰なのかも分かりませんでした。
姉妹は当時のことをこう説明します。「少しずつ記憶が戻ってきました。それで必死になってエホバに祈りました。息子がいるので死ねないと思いました。自分を元気づけるためにできるだけたくさんの聖句を思い出すようにしました。
その後，集中治療室から出ることができました。それから半年間，幾つかの病院やリハビリセンターで過ごした後，自宅に戻りました。全身がまひしていて，何もかも人にしてもらわないといけませんでした。すごく落ち込みました。みんなのお荷物になっているし，エホバのためにできることもなくなってしまったと思いました。息子のことも気掛かりでした。
そんな時，私と似たような状況の兄弟姉妹の経験を読み始めました。大変な中でもエホバのためにこんなにたくさんのことができるんだと驚きました。私も自分に何ができるかを考えるようになりました。病気になる前はクリスチャンの活動に使える時間が限られていましたが，今では毎日朝から晩まで自由な時間があります。それで，悲しんでいないで一生懸命エホバにお仕えしようと気持ちを切り替えました。
コンピューターの使い方を覚えました。頭の動きを感知するソフトウエアを使って文字入力をしています。とても疲れますが，この装置のおかげで聖書を勉強したり手紙やメールで伝道したりできています。周りの人とコミュニケーションを取る時にはアルファベットの文字盤を使っています。文字を一つずつ指さしてもらい，その文字が正しければ目を閉じ，間違っていたら目を大きく開けます。それを繰り返して，言いたい文を作ります。いつも付き添ってくれている姉妹たちは察しが良くなって，私の言いたいことをすぐに分かってくれます。時々おかしな言葉が出来上がってしまいますが，それも場が和んで楽しいです。
会衆の活動も楽しんでいます。集会にも欠かさず出席し，今はビデオ会議で参加しています。コメントしたい時は，前もってタイプしておいたものを誰かに読んでもらいます。グループの人たちがJW Broadcasting（ブロードキャスティング）のマンスリープログラムを見る時には私も参加します。
閉じ込め症候群になってから23年がたちます。つらい気持ちになることもあります。そういう時は祈り，兄弟姉妹と交友し，クリスチャンの活動を一生懸命行うようにしています。会衆の兄弟姉妹に助けていただいて，補助開拓奉仕を6年以上しています。息子のアレッサンドロの良い手本になるよう努力してきました。息子は今結婚して長老として奉仕しています。夫婦で開拓奉仕もしています。
将来楽園で何をしたいか，いろいろ想像するんです。まずしたいのは，声を出してエホバについて話すことです。小川の流れる美しい自然の中を散策したいです。20年以上チューブで栄養を取ってきたので，木からリンゴをもぎ取ってかぶり付くのが夢です。イタリア人なので，イタリア料理を作って食べるのも待ち遠しいです。もちろんピザは外せません！
『救いの希望』があるので明るい気持ちを持つことができています。（テサロニケ第一 5:8）新しい世界にいる自分を思い描くとうれしくなります。その時，体の障害はなくなるんです。エホバは王国の統治の下で『真の命』を与えると約束しています。（テモテ第一 6:19。マタイ 6:9，10）その時を心待ちにしています」。
[脚注]
JW Broadcastingにはjw.orgからアクセスできます。
​​​文字盤を使ってコミュニケーションを取っている。
​​​​​​



^ ***イ倣 記事7 「エホバに向かって歌いなさい」***
その信仰に倣う | ミリアム
「エホバに向かって歌いなさい」
少女はそっと身を潜め，アシの茂みの一点を見つめています。雄大なナイル川が静かに流れる中，少女はとても緊張しています。時間がどんどん過ぎていきます。少女は周りを飛んでいる虫を気にしないようにして，じっと様子を見続けています。視線の先には水に浮かんだ籠があり，その中に生まれたばかりの弟が置かれています。無力で独りぼっちの弟のことを思うと，胸が張り裂けそうです。でも，両親がしたことは正しいことだと知っていました。この赤ちゃんの命を救うにはそうするしかなかったのです。
少女は並外れた勇気を示していました。でもこの後すぐ，もっと勇気が必要になります。この少女の心の中には強い信仰が育まれていました。その信仰はすぐに明らかになり，生涯ずっと彼女を支えるものとなります。後にイスラエル人が激動の時代を迎えた時にも，高齢の彼女は強い信仰を表しました。この信仰があったので，大きな間違いをした時にも立ち直ることができました。彼女はどんな人だったのでしょうか。その信仰から何を学べますか。
奴隷の子として育つ
聖書はこの記録の中で少女の名前を明らかにしていませんが，誰かははっきりしています。少女はミリアムといい，エジプトのヘブライ人奴隷であるアムラムとヨケベドの長女です。（民数 26:59）弟は後にモーセと名付けられます。モーセの兄であるアロンはこの時3歳ぐらいでした。姉のミリアムが何歳だったかははっきりしませんが，10歳以下だったと思われます。
ミリアムは難しい時代に生活していました。エジプト人はヘブライ人を大きな脅威と見て，自分たちの奴隷にし，抑圧していました。ヘブライ人の奴隷の数が増えていくと，エジプト人は残酷な手段に訴えます。ヘブライ人の男の子が生まれたら殺すように，とファラオが命じたのです。ミリアムは，王の命令に従わなかった助産婦シフラとプアの信仰について聞いたことでしょう。（出エジプト 1:8-22）
自分の両親の信仰も目にしました。3番目の子が生まれると，アムラムとヨケベドはかわいらしいその子を3カ月間隠しました。2人は王を恐れて子供を殺したりはしませんでした。（ヘブライ 11:23）でも隠し続けるのは難しく，つらい決断を迫られます。誰かがその子を育ててくれることを願い，手放すことにしました。ヨケベドはパピルスの籠に歴青を塗って防水加工をし，その中に愛するわが子を入れてナイル川に浮かべます。この時にどれほど真剣な祈りを捧げた（ささげた）か想像できますか。ヨケベドはミリアムに，この子がどうなるかちゃんと見ているようにと言ったことでしょう。（出エジプト 2:1-4）
モーセを救う
ミリアムは待ちました。やがて人の気配がして，女性たちが現れます。普通のエジプト人ではなさそうです。ファラオの娘と付き人の女性たちが水浴びに来ました。ミリアムは「どうしよう」と思ったかもしれません。ファラオの娘が王の命令に背いてヘブライ人の男の子を助けたりするでしょうか。ミリアムは必死に祈ったはずです。
アシの間の籠に最初に気付いたのはファラオの娘でした。ファラオの娘は女奴隷にそれを取ってこさせます。「開けてみると，男の子が入っていて，泣いて」いました。ファラオの娘はぴんときます。ヘブライ人の母親がわが子の命を守ろうとしたのです。この愛らしい男の子を見てとてもかわいそうに思います。（出エジプト 2:5，6）ミリアムはその表情を見逃しません。エホバへの信仰を行動に移す時が来ました。勇気を出して王家の人たちに近づきます。
ヘブライ人奴隷の子供が王家の人に話し掛けたりしたら，どうなるでしょうか。ミリアムにもそんな不安があったかもしれません。それでも王女にこう尋ねます。「この子に乳を飲ませるために，ヘブライ人の乳母を呼んできましょうか」。これは賢い提案でした。ファラオの娘は，自分には子供の世話ができないので，ヘブライ人に世話をさせた方がよいと考えます。その子が大きくなったら養子として王室に迎え入れ，そこで教育しようと思ったのかもしれません。ミリアムは王女から「行っておいで！」と言われて，とてもうれしくなったに違いありません。（出エジプト 2:7，8）
ミリアムは心配している両親のもとに走っていきます。あったことを興奮気味に話しているところを想像してください。ヨケベドは，これはエホバの導きに違いないと確信し，ミリアムと一緒に王女の所に向かいます。王女はヨケベドにこう命じます。「この子を連れていって，私の代わりに乳を飲ませてください。報酬は払います」。（出エジプト 2:9）ヨケベドは表に出さないようにしていたものの，ほっとして喜びをかみ締めていたでしょう。
その日，ミリアムはエホバ神についてたくさんのことを学びました。エホバは自分に仕える人たちを気に掛けて祈りを聞いてくださいます。勇気と信仰を示せるのは大人だけでも男性だけでもありません。エホバは自分に信仰を持つ全ての人の祈りを聞かれます。（詩編 65:2）今の難しい時代を生きる私たち全ては，老若男女を問わず，このことを忘れないようにしましょう。
辛抱強い姉
ヨケベドは男の子に乳を飲ませ，世話しました。ミリアムは弟をかわいがったことでしょう。弟に言葉を教え，弟が初めて神の名エホバを口にした時にはとても喜んだはずです。その子が大きくなると，ファラオの娘の所に連れていく時が来ます。（出エジプト 2:10）家族全員にとってつらい別れとなりました。ファラオの娘にモーセと名付けられた弟はどんなふうに成長するのでしょうか。ミリアムはその様子を見たくて仕方ありませんでした。エジプトの王室で成長したモーセはエホバを愛し続けるでしょうか。
やがてその答えは明らかになります。弟のモーセは立派に成長し，ファラオの王宮で地位や名声を得ることよりも神に仕えることを選びました。それを知ったミリアムは誇らしく思ったことでしょう。モーセは40歳の時に仲間のために行動し，ヘブライ人の奴隷を虐待していたエジプト人を殺しました。モーセは命を狙われ，エジプトから逃げ出しました。（出エジプト 2:11-15。使徒 7:23-29。ヘブライ 11:24-26）
モーセが遠いミディアンで羊飼いとして暮らした40年の間，ミリアムは弟の様子がほとんど分からなかったでしょう。（出エジプト 3:1。使徒 7:29，30）時代は流れ，ミリアムは年を重ねていきます。その間，ヘブライ人の状況はますます悪くなっていきます。
女預言者
神がイスラエル人を助け出すためにモーセをエジプトに遣わした時，ミリアムはおそらく80代になっていました。アロンがモーセの代弁者となり，2人は神の民を去らせてほしいとファラオに言いに行きますが，追い返されます。ミリアムは2人を支え，一生懸命励ましたはずです。2人が10の災厄をファラオに警告しに行くたびに，勇気づけたことでしょう。ついに最後の災厄がもたらされ，エジプトの全ての初子が殺されると，イスラエル人がエジプトを脱出する時が来ます！ モーセの指導の下にエジプトを出ていこうとする人たちを，ミリアムは忙しく手伝ったことでしょう。（出エジプト 4:14-16，27-31; 7:1–12:51）
やがてイスラエル人は，紅海とエジプト軍の間に挟まれて身動きが取れなくなります。その時，ミリアムは弟のモーセが紅海の前に立ち，つえを上げるのを見ます。海が2つに分かれます！ 乾いた海底を歩いて渡るようモーセは民を導きます。この時ミリアムのエホバに対する信仰はこれまでになく強くなりました。自分が仕えている神は何でも行うことができ，どんな約束も果たせるのです。（出エジプト 14:1-31）
民が無事に渡り終えると，ファラオとその軍隊は海にのみ込まれていきます。ミリアムは，エホバが当時の世界最強の軍隊よりも強いことを目撃したのです。民はエホバに向かって歌を歌い，ミリアムは女性たちを率いてこう歌います。「エホバに向かって歌いなさい。神は輝かしい勝利を収めた。馬と乗り手を海に投げ入れた」。（出エジプト 15:20，21。詩編 136:15）
これはミリアムにとって生涯忘れられない出来事になりました。この時ミリアムは女預言者と呼ばれています。聖書の中でそう呼ばれた最初の女性です。このような特別な奉仕をした女性は数えるほどしかいません。（裁き人 4:4。列王第二 22:14。イザヤ 8:3。ルカ 2:36）
こうした出来事からどんなことが分かりますか。エホバは私たちの目立たない努力や辛抱，賛美したいという気持ちに注目しています。年齢や性別に関わりなく誰もがエホバに信仰を示すことができます。そのような信仰をエホバは喜び，忘れることはありません。その信仰にぜひとも報いたいと思っています。（ヘブライ 6:10; 11:6）私たちもミリアムのような信仰を示したいと思うのではないでしょうか。
誇りに負ける
特別な立場を得て注目されると，うれしく感じるかもしれません。でも注意も必要です。奴隷だったイスラエル人が自由になった時，ミリアムはイスラエルの女性の中で一番注目を浴びていたことでしょう。ミリアムは誇りや野心に負けてしまうでしょうか。（格言 16:18）残念なことに，ある時そのようなことが起きました。
エジプトを出て数カ月後，モーセは遠方から来た家族を迎えます。しゅうとのエテロがモーセの妻チッポラと2人の息子を連れてきました。モーセはミディアンで40年滞在していた時にチッポラと結婚していました。チッポラは一時期親元に戻っていましたが，父親のエテロがイスラエル人の宿営に連れてきたのです。（出エジプト 18:1-5）このことはイスラエル人の間で話題になったことでしょう。指導者に選ばれた人の奥さんがどんな人か一目見たいと思ったはずです。
ミリアムもチッポラが来たことを喜びましたか。最初のうちは喜んだかもしれませんが，プライドが邪魔をするようになります。イスラエルの女性の中で一番注目を浴びていたのに，その立場をチッポラに奪われるのではないかと心配になります。ミリアムとアロンはネガティブなことを話すようになります。こういう話は悪質で皮肉の交じった話に発展しがちです。まず批判の矛先となったのはチッポラでした。イスラエル人ではなくクシュ人だったことが気に入りませんでした。 次第に話がエスカレートして，モーセを次のように非難します。「エホバが話したのはモーセを通してだけでしょうか。私たちを通しても話したのではありませんか」。（民数 12:1，2）
重い皮膚病になる
ミリアムとアロンは危険な考え方をしていました。モーセがエホバから特別な仕事を任されていることが気に食わず，自分たちにももっと多くの権威が与えられるべきだと考えます。モーセが威圧的で威張り散らしていたからでしょうか。モーセにも欠点はありましたが，傲慢（ごうまん）で誇り高い人ではありませんでした。聖書にはこうあります。「モーセは地上の全ての人の中で際立って温厚な人だった」。ミリアムとアロンは出過ぎた発言をしていました。「エホバはこれを聞いて」いました。（民数 12:2，3）
エホバはモーセとアロンとミリアムに会見の天幕の所に出るようにと言います。エホバがいることを表す巨大な雲の柱が天幕の入り口のそばに下りてきます。エホバはミリアムとアロンに語り掛け，自分とモーセが特別な関係にあること，モーセを選んで絶大な信頼を置いていることを思い起こさせます。「それなのに，どうしてあなたたちは恐れずに，私に仕えるモーセを非難したのか」と叱責（しっせき）します。2人は恐ろしくなります。エホバから見れば，モーセを非難した2人はエホバを非難したも同然でした。（民数 12:4-8）
この問題の主な責任はミリアムにあったと思われます。弟のアロンを巻き込んでチッポラのことを批判したのです。ミリアムが処罰されたのはそのためでしょう。エホバはミリアムを重い皮膚病で打ちます。この恐ろしい病気で皮膚が「雪のように白く」なりました。アロンはすぐに自分たちの間違いに気付き，とりなしをしてくれるようモーセに頼みます。「私たちは愚かなことをしました」。温厚なモーセがエホバにこう叫びます。「神よ，どうか姉を癒やしてください！ お願いします」。（民数 12:9-13）必死になって姉を助けようとした2人の反応から，弱点があってもミリアムがどれほど愛されていたかが分かります。
過ちを許される
憐れみ（あわれみ）深いエホバは深く反省したミリアムを癒やします。とはいえ，エホバはミリアムを7日間イスラエルの宿営の外に隔離するようにと命じます。ミリアムは宿営を離れなければならず，恥ずかしい思いをしたことでしょう。でも信仰が支えになりました。ミリアムは，お父さんエホバは正しい方で愛の気持ちから矯正することを知っていました。それで言われた通りにします。ミリアムが7日間隔離されている間，イスラエルの宿営は旅立ちません。7日が過ぎ，ミリアムは宿営に連れ戻されます。みんなの所に帰るには謙遜さが必要だったでしょう。でも強い信仰があったので，それを受け入れることができました。（民数 12:14，15）
エホバは愛する人を矯正します。（ヘブライ 12:5，6）ミリアムを愛していたからこそ，傲慢な態度を正したのです。矯正はつらいものでしたが，ミリアムは信仰を示してそれを受け入れたので，神との良い関係を取り戻すことができました。ミリアムは荒野での旅の終わりごろまで生きました。そしてチンの荒野のカデシュで亡くなりました。130歳近くだったと思われます。 （民数 20:1）何百年もたってからも，エホバはミリアムを忠実な人として覚えていました。預言者ミカを通してイスラエル人にこう言いました。「私は……奴隷となっていた土地からあなたを救い出した。あなたの前にモーセ，アロン，ミリアムを遣わした」。（ミカ 6:4）
ミリアムの生涯からたくさんのことを学べます。私たちも子供の時のミリアムのように，弱い立場の人たちを守り，勇気を出して正しいことを語る必要があります。（ヤコブ 1:27）神からのメッセージを喜んで伝えることも必要です。（ローマ 10:15）ねたみや不満の気持ちを育てないように注意しなければなりません。（格言 14:30）エホバからの矯正を謙遜に受け入れることも大切です。（ヘブライ 12:5）そうすれば，ミリアムの立派な信仰に倣うことができるのです。
[脚注]
ミディアン人だったチッポラが「クシュ人」と呼ばれているのは，エチオピア出身という意味ではなくアラビア出身という意味と思われます。
3人のきょうだいは生まれた順に亡くなりました。ミリアム，アロン，モーセの順です。3人は1年以内に亡くなったと思われます。
​​ミリアムが弟をじっと見守るには勇気が必要だった。
​ミリアムはイスラエルの女性たちを率いて紅海で勝利の歌を歌った。
​強い信仰があったのでエホバからの矯正を受け入れることができた。
​​​​​​
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